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浮島ケ原の湿原植生と立地要因
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　Ukishimagahara　fen　is　located　in　the　lowlanδof　Fuji　Ciもy，　central　Japan．　Such

fens　were　the　original　vegetation　of　rice　fie圭ds　iRもhe　coasta圭10wlands　of　central

Japan、　The　vegetation　of　Ukishimagahara　fen　was　surveyed　in　1993－1994．　Four　asso－

ciations　and　5　communities　in　theξens　and　3　weed　communities　on　the　reclaimeδarea

were　described．　An　actual　vegetation1 Gnap　was　drawn　at　1：1000．至sachno－Caricetum

thunbergii　is　the　richest　in　rare　mire　planもs，　such　as　Mツoso診ごsうα薦。α，　Lツslπ乙αc薦α

♂θ混Cα撹んα，君α膨πC認μS診θrπα如S，．恥PんOrわ1ααd飢04ん♂Orα，　etC．，anδOCCurS　mainly　On

the　area　cut　once　or　two　times重n　a　year．　Cariceもum　dispalatae　occupies　wetter　areas，

offen　with　high　ground　waもer．　Scirpo　fluviatili－Zizanietum　latifoliae　occurs　in
streams．　Scごη）μs／伽。ごαオ読s｛acies　occurs　in　the　area　cut　once　in　a　year．　A　Po♂）ノgoημηz

ノ叩。庖。μηヒ∫）んrα9ηzl孟θs伽sオrαZ18　cQmmunity　occurs　in　less　cut　area．　Sα鷹species

were　p三anted　inもhe　past，　apparenもly　in　lines．　A｛terward　they　spread　to　the　surround－

ings　and　on　to　the　banks．Sα伽θr‘ocαゆαcommunity，Sα伽sμ砂αg読s　cOmmur1重ty

and　Salicetum　i鮭egrae　were　surveyed．　Miscanもhetum　sacchariflori，動pんorわ1コ口dε一

ηocん♂oαcommunity，　Rosα配臨岬orαcommunity　were　occur　on　the　bank．　Weed
communities，Hμηzμ伽s　scαπ4θ花s　community　and　PμθrαrεαZoわα孟αcommunity　Qccur

on　the　reclaimed　area　which　is　21n　higher　than　theξen．　Ukishimagahara　has　4000　m2

anδ247　species，　including　reclaimed　area，

蓬．はじめに

　浮島ケ原は静岡県富士市南部，田子の浦北部に位置

した静岡県低地に，水田の原景観として最後に残され

た湿原地域であり，ヨシ，カサスゲ，オニナルコスゲ，
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アゼスゲ，ウキヤガラ，マコモ，ジャヤナギ，タチヤ

ナギ，イヌコリヤナギを主とする低層湿原である。湿

原植生は地下水，微地形，土壌条件，人為的管理によ

り敏感に種組成，群落配分を変える。湿原内の植生調

査を行うとともに，現存植生図を描き，植生図配分を

把握し，さらに土壌の理化学的調査を行い，植生の環

境要因との関係を調査した。第～報では植生と植物相

について，第2報では植生図と環境要因について報告

する。

　本研究は富士布都市計画局みどりの課が，浮島が原

を将来市民のための公園としての基本計画作成のため

株式会社プレック研究所に調査。基本計画の立案を委
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託した事業のうち，植生基礎調査を本研究室が担当し

たものである。詳細な湿原植生調査および立地要因調

査を心行くまで調査する機会を与えて戴いた，富士市

みどりの課仁藤修課長，現地の刈りはらい実験を担当

していただいた杉沢教章課長補佐はじめみどりの課の

方々，現地調査に同行されたプレック研究所の和田克

臣所長，小俣信一郎氏に謝意を表したい。

2．調査地および調査方法

　調査対象地の浮島ケ原は富士市中里当鬼ケ島および

大角地先にまたがる菓西約250m，南北ユ56mで約4．1

haの面積を持つ低層湿原である。一子の浦砂丘の後

背地に位置し，田子の浦の潟湖から変化したもので，

かって江戸時代までは浮島沼と呼ばれる沼湖であった。

干拓と自然堆積で次第に水雛，湿原に変貌した。現在

は湿原としては調査対象地および一部に残されている

だけである。

　調査は1993年10月，1994年3月，5月，6月，7

月，9月に行われた。植生講査はBraun－Blanq嫉eも

ユ964および丁叡enによる植物社会学的方法を基礎に

行われた（宮脇，1967；Fujiwara，1987）。

　Braun－Blanquet　1964および％xenによる植物

社会学的方法は，植物群落の比較・分類，植物群落と

立地，人為的影響などの環境要因との関係を把握しや

すい。浮島ケ原における均質な丁寧において！）階

層区分，2）種のリストの作成，3）七度・群度の判

定，4）環境測定や生育状況などが調査され記載され

た。詳細な立地調査（土壌水分，土壌成分，地下水位，

水流，地形など）は別報で報告されている（早川・藤

原・島田・渡辺，1995）。

　調査資料は組成表作成手順にしたがって，表に組み

込まれ，群落表が作成された。抽出された群落の具体

的な空間配分を地形図上に描かれたのが現存植生図で

ある。浮島ケ原の現地踏査を基礎に現地で描かれた植

生図原図を基礎に1992矩および！993年の航空写真を

基礎に室内で清書し，さらに現地で校正が繰り返し行

われ，作成された。

　植物相は現地で花，実のある植物については，写真

撮影および標本採集され，同定困難な植物については，

秋田県立秋田東高校の藤原陸夫氏に同定確認をお願い

した。
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3．調査結果

A．植物群落

　浮島ケ原では湿原植生4群集，5群落その他1群集，

11群落がまとめられた。

a．湿原植生

1）チゴザサーアゼスゲ群集（表1）

　　Isachno－Caricetum　thunbergii

標徴種および区分種：アゼスゲ，チゴザサを標徴種お

よび区分種として，44ケ所の植生調査資料がチゴザ

サーアゼスゲ群集としてまとめられた。

相観：アゼスゲが密生する0．8～3釦の草原。時にヨ

シが2～3mの高さでおおう。

構造：チゴザサとアゼスゲ，カサスゲが混生する単層

群落かあるいはヨシとの2層の群落を形成する。

組成：アゼスゲ，ヨシ，チゴザサ，シロバナサクラタ

デなどが常在度高く生育する。ヨシクラスの種として

は他にウキヤガラ，カサスゲ，オニナルコスゲ，ホソ

バノヨツバムグラ，クサヨシ，ミズオトギリ，マコモ

が混生する。群落の出現種数は3～17種と幅が広い。

立地：浮島ケ原では刈り取りが行われる土壌水分の多

い立地に生育している。カサスゲ群集の立地よりも貧

栄養な立地を占める。水田放棄跡地，刈り取り跡地に

特に広がっている。

下位単位：チゴザサーアザスゲ群集は典型亜群集，ナ

ヨナヨワスレナグサ亜群集およびアゼナ亜群集に下位

区分される。（1）典型亜群集＝特別な区分種をもたな

い植分で平均出現種数は5種と少ない。より湿潤な立

地に生育する。（2）ナヨナヨワスレナグサ亜群集：ナ

ヨナヨワスレナグサ，サワトラノオ，ノウルシ，ヒキ

ノカサ，タネツケバナ，アメリカセンダングサの種群

で区分される。主として浮島ケ原の中央部の刈り跡に

生育する。秋に刈り取ることによって，植物の枯死体

は堆積せず，冬季にサワトラノオ，ヒキノカサ，ナヨ

ナヨワスレナグサなどの根出葉の生育が良くなる。ま

た同時に帰化植物などの侵入もみられる。

上級単位：ホソバノヨツバムグラー大型スゲ群団，大

型スゲオーダー，ヨシクラスに体系づけられている。．

季観：4月には一斉に新芽をのばしてスゲ類は開花し，

結実をする。ノウルシ，ナヨナヨワスレナグサ，サワ

トラノオ，ヒキノカサ，オヘビイチゴなどがそれぞれ

花をつける。これらの植物は開花結実の後，秋までに

姿を消すものもあるが，ナヨナヨワスレナグサはポツ

ポツと開花に季節を選ばずに咲いている。秋9月から

10月までには生育したヨシをはじめとしてチゴザサ，

鑑鑛
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欝
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　　　　　鰯＿顎霞
図3．チゴザサーアゼスゲ群集申に多くみられるナヨナヨワスレナグサ
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図4。チゴザサーアゼスゲ群集断面模式図

　　（1：チゴザサ，2：アゼスゲ）

2

シロバナサクラタデ，ヤノネグサ，アキノウナギッ

カミ，アメり自己ンダングサが開花する。

管理1従来行われてきた刈り取りを続行することによっ

て，～般市民に親しみやすい植物群落を維持すること

ができる。低層湿原などのヨシを伴う湿生草地は自然

のままに放置しておくと，自然度は高いが，ヨシが繁

茂して高茎草原をつくり近寄って観察をし難い草薮と

なる。チゴザサーアゼスゲ群集は代表的な湿生草地と

して，湿原の生態に親しみ，理解をさせるのに適した

植生である。

2）オニナルコスゲ群落（表2）

　　Cαre劣ひθsご。αrlαcommunity

区分種：浮島ケ原の湿原から得られた植生謂査の12

の植分はオニナルコスゲを区分種として，オニナルコ

スゲ群落としてまとめられた。区分種のオニナルコス

ゲは大形のカヤツリグサ科スゲ属の植物で湿地に生え

る多年生草本植物である。

相観：大形スゲの密生する湿生草原。

構造：区分種のオニナルコスゲは25％以上の被度で

生育する。群落の高さは！m前後だが時にヨシが高

くなって，2層群落となることもある。また，浮島ケ

原の中央部では，オニナルコスゲ群落内に植栽された

ジャヤナギが，高さ7mで生育している植分が謁査

された（ジャヤナギ群落）。平均出現種数は5種（3二7

種）を示す。

組成：区分種のオニナルコスゲの他にヨシクラスの種

であるヨシ，シロバナサクラタデ，ウキヤガラ，カサ

スゲが高い常在度で生育している。

立地：湿原内の地下水位の高い場所で，停滞水がほと

んどない立地で粘質土の上に生育する。刈り取り管理

をされた植分では，植生高は低いが（5月0．8m）植

物の種数は多い。

下位単位：オニナルコスゲ群落は，典型下位単位群落

とハンゲショウ下位単位群落とに下位区分される。（1）

典型下位単位群落：特劉な区分種を持たない植分で出

現間数は，平均5種と少ない。一般にヨシが50％程

度の植被率で混生している。（2）ハンゲショウ下位単

位群落：区分種はハンゲショウ，ショウブである。平

均出現回数は6種で，典型下位単位群落の5種に比較

し大きく変わらない。

上級単位：上級単位は大型スゲオーダー，ヨシクラス

に所属する。

季観：オニナルコスゲ群落の植物は冬季には枯死して，

植物体は湿原中に堆積する。4－5月置新芽がでたス

ゲ類は開花結実する。

管理：オニナルコスゲ群落を公園植生としてどう位置

づけるかによって異なった管理手法が考えられる。湿

原植生を一般市民に親しみ，楽しむ対象とする植分な

らば，現行の刈り取り，外部へ持ちだし方式を継続し



Table　2．オニナルコス’ゲ群落 Carex　vesicaria　cα11munity 謹

a．典型下位単位群落　Typical　UIlder　uniもco㎜unity

b．ハンゲショウ下位単位群落　軽nder　u打it　cO冊11unit｝咽ith　Saururus　chinensis

Co護彗nunity　number： 群落区分 一 b 一一一一一u
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　　Galium　trifidu皿［var．　brevipedunculatu撮

Cαnpanion　SI）ecies：

　　Sal圭x　eriQCarpa

　　Rosa　mu1もiflora

群落区分種
　　オニナルコスゲ’

下位単位区分種
　　ハンデ’ショウ

　　ショウブ

ヨシクラスの種
　　ヨシ
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　o

・　1・1　・

■　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　●

F歪『…芋…詞「

ト　＋・2　÷1

2・3

2・2

　，

1・2

　●

・

〇

十

2・2

1・2

　，

　o

，

，

9

3・3

3・3

1・1

　◎

　十

。

，

，

出現1回の種AddiLional　spedes　occurrin＄once　in　releve　reference　n。．5：Euphorbia　adellochloraノウ；｝シH1・1，　no．6：Sed㎜bull）iferumコモチマ

　　ンネング’サ　｝｛千，　Cardamine　fIexuosa　タネツケハ”ナ　＋・2，　トIyos◎tis　ba至むica　ナヨナヨワスレナグ’サ　H　＋，　110．9：　Ranunculus　terr｝aもus　ヒキノカサ　li　＋．

調査年月日　Releve　daもe　iII　releve　refer¢nce　number　1－10：1994年5月1口，　in　11、12：1994年8月5日．
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ても差し支えない。しかし湿原の中心部では，自然の

まま無管理状態にしておく二分を残しておくことが望

ましい。

3）カサスゲ群集（表3）

　　Caricetum　dispatae

標徴種：浮島ケ原で行われた植生調査のうち，79の

、

転　　㊧

’

2 3
1

2 1

　　図5．オニナルコスゲ群落ハンゲショウファシス断薗模式図

（1：ヨシ，2＝オニナルコスゲ，3：ハンゲショウ，4：カサスゲ）。

4

薩諺修　　笏

2 1
　　　　　　　1　　　　　　　　2

図6。カサスゲ群集断面模式図

　（1：ヨシ，2：カサスゲ）。
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植分は，カサスゲを標徴種とするカサスゲ群集にまと

められた。標徴種のカサスゲはカヤツリグサ科スゲ属

の多年性の大型草本植物て低湿な立地に普通にみられ

る植物である。現在は低地のほとんどの立地が水翻に

利用され残されているところは少ない。カサスゲは根

茎は短いがほふく枝を伸ばし4－5月に開花結実し，

冬に地上部が枯れる。枯死体は腐食の進行が遅く，厚

く堆積する。

構造：カサスゲ群集はカサスゲの単層群落を形成する

場合は比較的少なく本調査では5植分が記録された。

大部分の植分ではヨシあるいはウキヤガラと混生，密

生した2層群落を形成する。春期の4月から5月初め

ではカサスゲとヨシの植物高には大差がなく0．8－L2

mである。その後ヨシは急速に伸長するので8月以

後ではヨシの高さ2－2．5rn，カサスゲの高さ0．6－0．8

mの2層の草本植物群落となる。

組成：カサスゲ群集の組成は，カサスゲの他にヨシが

高い常在度でともに生育する。．ヨシとともに生育する，

秋に純白の花をつけるシロバナサクラタデが高い出現

率で生育していることが浮島ケ原のカサスゲ群集の特

徴ともいえる。その他にウキヤガラ，チゴザサ，ノウ

ルシ，ノイバラ，オニナルコスゲ，アゼスゲ，クサヨ

シなどが共に生育している。群落の出現種数には最も

少ないカサスゲの純群落の1種から最高13種まであ

る。4種出現のスタンドが最も多く（24藁蕎），平均

出現種数は6種類を示す。カサスゲ群集には隣接する

群落の影響が及ぶ場合がある。帰化植物のセイタカア

ワダチソウ，アメリカセンダングサ，オニノゲシ，ノ

ゲシなどのキク科の種は，種子が外周の道路や空き地

から飛来して生育したものである。また，タチヤナギ，

ジャヤナギなどの侵入もみられる。

　浮島が原のカサスゲ群集は特別な亜群集には入らな

い，典型亜群集としてまとめられた。さらに4変群集

が認められた。

立地：カサスゲ群集の浮島ケ原における生育地では地

下水位の高い場所である。1cm程度の湛水が観察さ

れる場所もある。また歩いた足跡に，2－5cm程度の

水が溜まる場所もある。多くの場合，ヨシやカサスゲ

の未分解の植物体が3－5cm堆積する。降雨による

無機分の影響を常に受けている。生育地の土壌は粘土

質土壌である。

下位単位：典型亜変群集は特別な区分種を持たない植

分がまとめられた。出現種数1－2種と極めて少ない

が，時に7種生育する植分もみられた。浮島が原南部

に広い面積の生育が見られる。ヨシ，シロバナサクラ

タデ，ウキヤガラに区分されるヨシ変群集は典型亜変

図7．浮島ケ原葭南部で独特な景観を形成する，カサスゲが優占するカサスゲ群集。
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群集とノゲシ亜変群集にまとめられる。典型亜変群集

は浮島が原東部の刈り取りが行われていない地域や東

部の刈り取りが残された地域刈り取り地の一部に広

く分布している。

一二：カサスゲ群集は，冬期すべての植物の地上部が

枯死して，枯野原の草原を示す。4月に枯草の間から

新芽が伸びる。ノウルシ，タネツケバナ，ナヨナヨワ

スレナグサ，サワトラノオなどが開花するが，夏まで

には姿を消す。カサスゲ，ウキヤガラ，オニナルコス

ゲ，アゼスゲは4－6月に開花結実をする。その後ヨ

シが伸長し，9－10月に開花結実するが，シロバナサ

クラタデ，ヤノネグサなどタデ科植物の開花も秋であ

る。12月の初めにはカサスゲ群集の大多数の草本植

物の地上部は枯れる。ナヨナヨワスレナグサやタネツ

ケバナなどの根出葉が枯草の下で観察される。

上級単位＝カサスゲ群集の上級単位はホソバノヨッバ

ムグラー大型スゲ群団，大型スゲオーダー，ヨシクラ

スにまとめられている。～般には河川の中下流域や富

栄田沼岸にも生育する。

植生管理1カサスゲ群集の草原は放置すると植物枯死

体が堆積する。群落を維持するためには，冬期に刈り

取って，植物体を他へ持ち出す。その事によってカサ

スゲやヨシの新芽の発達を促し，併せて草原内のサワ

トラノオ，ナヨナヨワスレナグサ，ノウルシなど美花

をつける植物の生育を喪くし，観察しやすくできる。

4）ウキヤガラーマコモ群集（表4）

　　Scirpoξ1uviatilis－Zizanietum　latifOliae

　浮島ケ原の14の植生調査のスタンドはマコモとウ

キヤガラを群集標徴種及び区分種としてウキヤガラー

Tab三e　4．ウキヤガラーマコモ群集マコモファシス　Scirpo　f｝uviatilis－Zizanietu臓1at琵d玉ae，　Zizania里atifolia　facies

a＝典型亜群集　　　　　Typ童cal　S面aSS．
b：カサスゲ獲巨群集　　　　　　　Subass．磁th　Cδrex　dispalata

c：アメリカセンダングサ亜群集馳始ss．1・，1もh　Blde阻frondosa

Cα緻u盒目しy　r且umber：

盆eleve　reference　n田目bel¶：

Origirlal　number：

Re歪eve　size；

Height　of　herb－1　1ayer（m）：

α）ver　of　llerb－l　layei・（鬼）：

He童ght　〔｝f　herb－2　1ayer（m）：

Cover　of　herb　－2　　童ayer（’o）二

N切nber　of　species：

群落区分

通し番号
調査番号

調査面積
草本第1層の高さ

草本第1層の植被率
草本第2層の高さ

草本第2層の植被率
出現種数

＝［　1　2　3　項　5　6　7
238　　338　　亙19　　206　　230　　339　　d9

16　　24　　　12　　　18　　25　　　9　　　畦

L4　1．3　1．5　1．5　L2　L7　1．5
30　　70　　90　　70　　60　　30　　40

　1　1　2　2　2　2　4

8　9　10　11
108　　　48　　204　　39

25　9　16　10
2　2　1．2　2
80　50　65　85
二〇・1二〇・1

4　5　4　5

12　13　14
205　99400
15　20　12
L2　2　1．3
20　10　60

＝1品二

5　6　4
CharacLeristic　spec隻es　of　ass．：

Z三zania　latifolia

Scrlpus　yagara

Differenti嚢呈　spec三es　of　under　units：

Carex　dispalata

Polygonu皿　japonicしm1

Bidens　£rondosa

V＆ndellia　a臼gust圭fo1童a

Ju眞cus　leschenault三i

Arthraxon　l聖ispi（1瑳s

Rori｝）pa　islandica

｝4yosotis　baltica

B田騎ex　con91〔別eratus

LycoPus　ramosissi賠uS　var．　japonicus

D董至ferentiai　speCieS　of　upPer　Unit：

Phra導建三Les　australis

Isac鮭e　globosa

Carex　thunber8i　i

C㎝panion　spec三es：

So蛙dago　a里七iss童隠a

群集標徴種
マコモ

ウキヤガラ

下位単位の種
カサスゲ

　シ日♪ザナサクラタデ

アメ彗カセンダ辱ング’サ

アゼ噛トウガラシ

コウガイゼ馳キショウ

コブナグサ

スカシタゴ’ボウ

ナヨナヨワスレナグサ

アレチキいシギ’シ

コ沁ネ

上級単位の種
ヨシ

チずザ’サ

アガスゲ

随伴種
セイタカアワダ’チソウ

琵　　　3。3　4・4　5・5　4・5　3曾4　3・3　3・3　4・3　2・3　4・4　5・5　2・3　＋・2　3・3

12：：：：：：一1：，：：：1：1：

1，　　　　　　　　こ
1，

註

i｛

箋

巽

H　　　　　　　　　　＋　　2・3　王52　1・1　2・2　2辱2

12　　　　　　、：21
12

H2

目　　　・　　．　　．　　．　　，　　，　　．　　．　　レ

　珪Tr∵…苑富一＝一「．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　1・　14　　・　　・　1・
　｝＋・2　・　＋・2　・　1・

　L＿＿＿乞＿⊥＿翌塾」・

：：：：：lil”｝

：：：：：il：li

：：：：：i場i
　　　　　　　　　　リロ　　ニ

：：：：：1三＿1

1・2　1・2　　・　　　・　　4・4　2・3

十　　　，　　　，　　　．　　　．　　　，

　　の　　　　　　　　　　　ロ　　　キ
卑　，　．　．1．2．

　　ロ　　　ロ　　　ロ　　　コ　　　う

：．辱．2．2．

　　・　　・　　＋　　・　．畢・・2

出現1回の種Addit三〇nal　specles　occurriBg　once　in　releve　referellce　no．7＝Acor軽s　calamusショウブ詫1・1婁no．11：触pe｝opsis　glandul（）saト1㎝iyama
var◆　hererGphylla　縫αn童ya皿a　ノブ’ドウ　H2　÷，　Paederia　scaIidens　var．　田＆圭rei　ヘクソカズラ　H2　・←，　ao．　12：　Euphorbia　aden㏄hlora　ノウルシ　H　＋，　rヒQ．　14＝　Galiun

spuri閑var．　e酎n。spe㎜onヤエムグラ鐸＋・2．

調査年月日　ReIeve　date　in　releve　refereI［ce　n㎝b‘≧r　1，2，5，6：19艇年5月1日，　iI13，マー9，11，13：1993年10月10日，　iI14，10，12：1994年4月30日，

　in　14＝1994年6月29B、
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マコモ群集にまとめられた。標徴種のマコモはイネ科

の大型の多年生草本植物である。多肉のほふく枝を泥

中にはわせて，水中から多数の桿をだして群落を作る。

相観：ウキヤガラーマコモ群集は群落の高さが2mに

もなる抽水植物群落である。ときにカサスゲなどと2

層の草本植物を形成する場合もある。マコモが優占し，

一般に50％以上の植被率を示す。

組成：ウキヤガラーマコモ群集は，マコモが常に優占

している植分がまとめられている。金工の出現種数は

平均3種と少ない。マコモ，ウキヤガラのほかにはヨ

シ，カサスゲ，シロバナサクラタデのヨシクラスの種

がともに生育する。その他に，水深のやや浅い陸側に

チゴザサ，アゼスゲなどが見られる。マコモファシス

は浮島が原の流水中に生育する。

下位単位：特別な区分種を持たない典型亜群集，カサ

スゲ，シロバナサクラタデで区分されるカサスゲ亜群

集と，アメリカセンダングサ，アゼトウガラシ，コウ

ガイゼキショウ，コブナグサ，スカシタゴボウ，ナヨ

ナヨワスレナグサで区分されるアメリカセンダングサ

亜群集がみとめられた。！）典型亜群集：流水中に生

育する植分の大部分がまとめられる。夏季にお盆用の

ござとして刈りとられてきた。出現採血1－4種の単

純群落を形成している。水深が深く0．5mあり足を踏

み込むともぐる。2）カサスゲ亜群集：小流の水深

10－15cmあるところがみられる。比較的小流が浅い

ため他の植物が入りやすい。3）アメリカセンダング

サ亜群集：刈り取りが行われ，土壌水分が多く，また

地下水の高い泥土壌地に発達している。刈り取りが夏

季，秋季に行われ，光がよく入るため多くの湿生植物

が入りやすい。

立地：ウキヤガラーマコモ群集の生育地は浮島ケ原内

の水路の中である。生育地の水深は10－50crnと測定

された。水路の水はほとんど停滞していて，降雨時に

流れる程度である。流速の緩やかな水路や停滞水中で

群落を作る。

上級単位：ヨシクラスにまとめられる。

季観：ウキヤガラーマコモ群集の地上部は冬季に枯死

するが植物体は水中で分解される。4月ごろ新芽が出

て，以後伸長を続ける。ウキヤガラは春季に開花結実

するが，マコモは9月の末に穂を出して開花結実をする。

管理：抽水植物群落は，水質の浄化を行う。冬季に刈

り取ることにより，夏季により一層の生育が期待でき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒
また浄化作用もアップする。

5）ウキヤガラーマコモ群集ウキヤガラファシス（表5）

　　Scirpo　fluviatilis－Zizanietum　　laもifohae

　　Scirpus£luviatilis　Facies

標記種・区分種：ファシスとは種の量的相違によって

区分された植物社会学的な植物単位をさす。ウキヤガ

ラーマコモ群集の標弄種区分種であるウキヤガラの

ほかにヨシ，シロバナサクラタデ，アゼスゲを区分種

としたウキヤガラファシスが26の植生調査資料から

　　　　　　　　1　　　　　　　　　1

図8．ウキヤガラーマコモ群集ウキヤガラファシス群落断面模式図

　　　　　　　　　　（1：ウキヤガラ）



Table　5．ウキヤガラーマコモ群集　ウキヤガラファシス Sc童rpo　fl目v三atilis－Zizan圭etum　latifoliδe， Scipus　ya8ara　facies

Releve　referer紅ce　n田nber：

Origina1㈱ber：
Keleve　size：

Heig［1t　of　harb－1　1ayer（m）：

Cover　of　harb－1　1ayer（％）：

Height　oぞ　herb－2　1ayer（皿）＝

Cover　of　herb－2　1ayer（箔）：

Nu閑ber　of　species＝

通し番号
調査番号

調査面積
草本第1層の高さ

草本第2層の植被率
草本第2層の高さ

箪本第2層の植被率
出現内数

　　1

226

L3

1

　　2　　3　　4

227　228　　9

25　25　20
L4　L2　1，8

80　70　95
0．3　0．4　0．4

20　30　　3
　　2　　2　　8

　　5　　6　　7　　8　　9　10
302　　317　　117　　372　　386　　316

　　4　　6　25　35　12　20

　　10．8　21．5　10．8
　40　　80　　100　　70　　70　　70

2 2 2 2 2 3

11　12
403　404

25　16
1。8　L8

60　90
0．2　0，2

　　1　　5

　　4　11

　13　　14　　15　　16　　17　　18　　19

209　234　313　332　333　311　512
　36　　　25　　　25　　　25　　　36　　　　15　　　16

1◆2　 1◆5　　　1　0．7　0．8　 1．4　177

　30　　　畦0　　　45　　　90　　85　　60　　100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

3 3 3 3 3 4 4

20　21
537　51
25　24
1．5　1，8

90　80
0。3　0．4

　　2　　3

　　5　　8

22　23　24
222　223　511

25　16　16
L1　1，2　L7
75　65　100

4 4 6

25

　　5

　2

0．5

　　3

　　6

　　3

30

1．8

85

0．7

　5
　　8

Characteristic　species　of　ass．：

　Scr至pus　yagara

Dlfferer1tial　species　of　uPper　unit：

　Phra帥ites　australis

Polyg◎n田n　japonic㎝

Carex　dispa三ata

Carex　thUnbergii

　　lsache　g三〇bOsa

　　Ga三iu皿　tr三fidし麟　var，　breviρedunculatu皿

　Triadenum　jaPQnicu階

　　〔ゑlIitriche　verna

　Lysi】nach1a　thyrsi　flora

　　Carex　vesicaria

　Phalaris　arundinacea

CQ用panion　species＝

　Bidens　frondosa

90sa　muitiflora

群集標徴種
　　ウキヤガラ

」＝級単位の種

　　ヨシ

シ田ゾナサクラタデ’

カサスゲ

アゼ」スゲ

　　チゴLザ㌧サ

　　ボソバ覧髄ノヨツバLムグ’ラ

　　ミズ’オトギ’リ

　　ミスいハコへい

　　ヤナキい｝ラノオ

　　オニナルコスケい

　　ク狛シ

随1半種
　　アメリカセンダ’ング’サ

ノイハ’㌧ラ

H

H2

疑

H2

H

酷2

H

H2

日

目2

H2

H2

H2

H

H

H

H

H2

5・5　5・5　4・4　5・4　2・3　5・4　5・5　3・3　2・2　3・4　2・2　2・2　2・2　2・3　2・2　5。5　4・5　3・4　4・5　5・5　5・5　2・3　3・3　5・5　5・ξ

…　　　　＋・2　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　　＋

　　　　　　　　　2・2

2・3　373　＋・2
　　　　　　　　　＋・2

1・1

2・3

1・3

4◆4　2・2　2r2　3・4　4・5　3・2　4・5　5・5

十

÷

　十

　÷

÷・2

＋・2

3・3　3・4　3・3　1・2　2賀2　3ウ4

1◎2　1◆2　1P1　2◆2　1・2　　＋

＋・2

填95　1・1　　・ト　　3・4　3・4　 1・2　 1・2

2・3　1・2　2・2　2・2　2・2　＋・2　1・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　　　　　＋・2　　＋　　＋・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

÷

千

十

＋・2

　十

＋・2

14

3・4

＋・2

2・3

・卜

2・3

　十

十

÷

十

十

出現1回の種AdditioRal　species㏄curring　once　in　releve　reference　no。4：Pueraria　Iobataクス」’H＋，　Ru限ex　acetosaスイlf㌧H2＋，　no．11：Sonchus

　　oleraceusノゲ馳シH2＋，Ωo．　12：卜⊆icrosLegiu鴫vinline目皿v己r．　p〔）lystachyu旧アシボ’ソH2÷、　L五ndemia皿icrantha　アセいトウカ”ラシH2＋・2，〔｝enanthe　javanica

　セリH2ちSolanaceae　sp．ナス科の一種1｛2＋，　Paederla　sca日dens　var．　maireiヘクソカズ’ラH2千、　no，19：Lapsana　hl皿ilisヤブタビラコH＋，　no，21：匪yosoもis

　　balticaナヨナヨワスけグサH2＋・2，　no．21：Sohdago　a1Lissi皿aセイタカアワダチソウH＋・2，　Salix　subfragi　lisタチヤナキし亀H2＋，　no．24：Ixeris　sp。功“ナ属の一種H÷，

　　no．　26＝　Akebia　quinata　アケビ「　H2　÷．

言周査年月日Releve　daヒe至n　reference　number　1－3，13，

　　iI】19，24：1994年8帰4日、　in　20：1994年8月5環．

14，22，23：1994年　4月30日，in　4，21，25，26：1993年10月9日， in　5，　6，　8－io，　15－18：　1994年　5月　1日， jn7：1993年10月10日，　ln　n，12：1994年 6月29日，

一
ω
⑩



Table　6．シロバナサクラタデーヨシ群落

a：典型rド位尊鱗立群落

b：ハンゲショウ下位単位群落

。：ハリイ下位単位群落

d：ウスゲチョウジタデ下位単位君i蜷

e：ミズワラビ下位単位：群落

f：チガヤ下位単位群落
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図9．夏季に2メートル近く生長するシロバナサクラタデ一銭シ群落。

　まとめられた。本群落ではウキヤガラが量的に多いこ

・とから区分された。元来，ウキヤガラは抽水植物であ

　り，通常は停滞水中に生育するが，本群落では，停滞

水の全くない立地に高い被度でウキヤガラが群落を作っ

ている。

相観＝大型カヤッリグサー湿生草原。

構造：植生高は，0，7－1．2mでウキヤガラの優熱する

単層の草原である。秋季には伸長したヨシとの2層群

落となる場合がある。また草本第1層にウキヤガラ，

第2層にノウルシと2層群落となる植分もある。

組成：ウキヤガラは難度が高く2－5（！0－75％以上）

の毅階を示す。その他にヨシ，シロバナサクラタデが

高い常在度で混生し，さらにノイバラが目立っ。群落

の出現熱熱は少なく，1－8種，ときに1種を示すが，

平均出現種数は5種にすぎない。

立地：停滞水はないが地下水位が高く，歩いた足跡に

水が2－5cmほど溜る粘質土上に生育する。ウキヤガ

ラ本来の生育地は停滞水のある池沼である。浮島ケ原

では，以前停滞水域にあったウキヤガラーマコモ群集

域の陸化に伴い，マコモは消失してウキヤガラのみが

残存生育したものと考えられる。ウキヤガラファシス

の生育地は降雨が続く時期には流水域あるいは停滞水

域となる可能性もある。

下位単位：ウキヤガラファシスには典型下位単位とノ

ウルシ下位単位，アメリカセンダングサ下位単位の3

つに区分される。（1）典型下位単位は特別な区分種を

持たない身分で最も湿潤な立地に生育している。平均

出現種数は3種類できわめて少ない。種数が少ないこ

とからもこの求心が限定された環境条件下に生育して

いることが推定される。（2）ノウルシ下位単位：ノウ

ルシで下位区分される群落で，独特の相観を示す。ウ

キヤガラの被度は少ないがノウルシは最盛地に50％

以上の植被率を示し，開花時には一襲黄色の花園とな

る。平均出現懇懇は6種である。（3）アメリカセンダ

ングサ，タチヤナギ，セイタカアワダチソウ，チゴザ

サ，カサスゲを区懇懇とする。タチヤナギと3層群落

を作っている植分であり，タチヤナギの根本の部分を

中心として種々の植物が生育し，出現種数は10種と

なる。

管理：現在1部では刈り取りが実施されている。ウキ

ヤガラの枯死体を群落外に持ち出すことにより，群落

維持に何らかの支障があるかどうかは不明である。カ

リウムが低くなっており，浮島が原では刈り取りが行

われているところがウキヤガラファシスを作っている

ことは明らかである。

6）シロバナサクラタデーヨシ群落（表6）

　　PO砂gO駕吻αPOπ蜘m－Pんrα9煽‘θSα臨rα一

　　♂IS　CO皿muniもy

区分種＝浮島ケ原の湿地から得られた14の植分はシ
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ロバナサクラタデとヨシを区分種としてシロバナサク

ラタデーヨシ群落にまとめられた。

相観：湿性草原

構造：単層あるいは季節によっては2層の草原。植被

率は60％以下で比較的疎猛している。

組成：ヨシ，シロバナサクラタデの他にウキヤガラが

わずかに生育する。スゲ属植物やヤナギ属植物はごく

わずかに混生する。平均出現種数は5種と少ない。

下位単位＝特別な区分種を持たない典型亜群集，ハン

ゲショウで区分されるハンゲショウ下位単位群落，ハ

リイで区分されるハリイ下位単位群落，ウスゲチョウ

ジタデを区分種としてウスゲチョウジタデ下位単位群

落，ミズワラビ，アゼトウガラシ，ノゲシで区分され

るミズワラビ下位単位群落，チガヤが優占し区分種と

なるチガヤ下位単位群落の6下位単位群落に区分され

る。ハンゲショウ下位単位群落は浮島が原北部の道路

沿いに見られる。ハリイ下位単位群落は浮島が原中央

埋め立て地の間の湿地で調査された。ウスゲチョウジ

タデ下位単位群落は浮島が原南西部のカサスゲ群集に

隣接した，刈り取りより残されたヨシ湿原の中で調査

された。ミズワラビ下位単位群落は浮島が原中央南部

刈り後で謂査されている。ミズワラビはヨシが初夏に

刈り取られたあとに生育し，春季は柔い葉を出すが秋

までにしっかりした葉に猛長ずる。

立地：生育地の土壌は粘質土で湿潤である。

上級単位：ヨシクラス

管理：ヨシは広範な生育地を持つ植物で，種々の植物

と結び付く群落を作る。浮島ケ原のヨシは秋に純白の

花をつけるシロバナサクラタデとの維み合わせとなる。

公園の植生として管理するためには，立地の水位を変

えないように留意する。乾燥するとほかの植物がただ

ちに侵入して群落が変化する。春季一番にヨシで巣を

つくるヨシキリは，子どもが巣立っとともに巣を後に

する。したがってヨシ刈りは夏季7月末と11月に行

うのが最も鳥類に影響を与えない。

7）　オギ華‡羊集（表7）

　　MiSCanthetUm　SaCCharifQri

　浮島ケ原の植生調査区のうちi5の植分がオギ群集

としてまとめられた。群集標徴種のオギは水辺に育つ

イネ科の大型多年生草本植物で，地下茎を伸ばし，そ

の末端から桿をだして増殖する。

相観：相観はイネ科草原である。

構造：植生の高さは，生育の最盛期には3．5mにもな

る。多くの場合，草本層は2層を形成するQ－iゴ醸こは，

オギのほかにセイタカアワダチソウやときにヨシが密

盤し，植被率は70－100％にもなる。クズが覆う植分

もある。草本第2層は，植生高が0．4m以上で植被率

は5－10％と低い。草本第2層にはスギナ，ヨモギ，

イシミカワなどの草本植物が生育する。

∠

夢r

ノ

＿鵬

卜56
も・rチ
’，ρ

「．

〆 z

ノ

N

1 　　　　　　　　　　1
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組成：オギが50％以上の植被率で生育する。その他

にはセイタカアワダチソウ，ノイバラが混生する。本

調査地では立地の環境条件が細かく入り組んでいるの

で，隣接群落の構成種が多数混生する。群落の出現種

数は，6－11種で平均出現種数は8種を示す。

立地：浮島ケ原の周縁部や水路の縁などの砂質地に生

育する。カサスゲ群集域よりも高い場所だが，降雨時

には冠水する。立地の乾燥が進むにつれてノイバラ，

ノブドウが侵入する。一部埋め立て地にも生育してい

る。下位単位：オギ群集はシロバナサクラタデ亜群集

とクズ亜群集に区分される。（1）シロバナサクラタデ

亜群集：シロバナサクラタデ，ヨシ，カサスゲで区分

される。より低湿な立地に見られる。さらにアメリカ

センダングサ，クサヨシ，タネツケバナで区分されるア

メリカセンダングサ変群集と典型変群集に下位区分さ

れる。（2）クズ亜群集はクズ，スギナで区分される。

生育立地はやや乾燥した水路堤防縁である。

上級単位：ヨシクラスにまとめられる。

季観：オギ群集の地上部は冬季にすべて櫨死する。春

季にオギ，カサスゲ，ヨシが新葉を伸ばす。カサスゲ

は5月に開花結実するが，オギ，ヨシや発芽したセイ

タカアワダチソウは秋までに2mにも伸長し，開花

する。オギの花の総苞毛は絹白色をしていて15mm

にもなり，風になびいて独特の景観を示す。冬季の桔

死体は分解が進みにくく，未分解のままで堆積する。

管理：オギ群集を維持するためには一般的には火入れ

や刈り取りが行われている。そうした管理によって群

集内への木本植物の侵入を阻止し，未分解の植物体の

堆積を除去し，オギの生育を促すことになる。立地条

件から見て構成種群が20種以上になることは考えら

れない。群落内には美しい花も少ないので公園の植生

としては秋の開花時の美しさを強調する管理をするこ

とが望ましい○

8）　ノウルシ群落（表8）

　　動Pん。翫αα詫π00んZorαCOmmuniもy

　浮島が原で春季一番にあざやかな黄色い花をっけ，

ようやく芽吹き出した湿原を彩るのが，ノウルシ群落

である。

区分種：ノウルシを区分種として3の植下がノウルシ

群落としてまとめられた。

構造：ノウルシはシロバナサクラタデーヨシ群落の刈

り後などに春季早々に生育するが，浮島が三内の小流

の堤上に植生高0，8－0．9mで1m×2．5mあるいは，

0．9m×1mの広さでノウルシが優暫した1層群落を

形成している。植被率は70－100％でノウルシが優

占している。

組成：優占したノウルシの下にヨシ，ノイバラ，ウキヤ

ガラ，シロバナサクラタデが高常三度で猛回している。

立地：小流沿いの堤上で大きい優占群落を形成してい

る。周辺のヨシやウキヤガラ，カサスゲなどが，夏季

に繁茂し，背が高くなり，日が当たらなくなるとその

陰に隠れてしまう。

管理：ノウルシ群落を春一番に見るためには，冬季に

刈り取りを行い，湿原内に日光を当てることがもっと

も有効である。刈り取り植物は湿原内に残さずに運び

出すことが重要である。

9）ジャヤナギ群落（表9）

　　S畝コσCんθη0肌θZO娩S　CQmmunity

区分種：ジャヤナギを区分種として42の二分がジャ

ヤナギ群落としてまとめられた。ジャヤナギは一名マ

ルバヤナギともいい平野の河岸などの水湿地に生える。

樹冠が広がる夏緑広葉樹で，葉は広楕円形である。

相観：夏緑広葉樹高木林で植生高は9m以下。列状に

配列していて植栽されているものと見られる。

構造：高木層，低木層，草本層の3層構造。高木層の

植被率は50％，低木層は2mまでで30％以下，草本

層は1m程度で50％以上の高い植被率を示す。草本

層には湿盛草本植物が多い。

組成1ジャヤナギが優占しオオタチヤナギとタチヤナ

ギも混生する。林床にはシロバナサクラタデ，ヨシ，

カサスゲ，ウキヤガラ，ノイバラなどが密生する。出

現丁数の範囲は5～28で平均8種である。ジャヤナ

ギの樹幹の根元には土が盛り上がってやや適湿となる

ので，その部分にトボシガラ，ネズミモチ，ノブドウ，

ヘクソカズラ，エノキなどがみられる。植栽した樹木

とは別に高さ2～4mの三三群落も生育している。

立地：タチヤナギ群集の生育地に比べてやや乾いた粘

質土壌地にみられる。タチヤナギ群落の生育地では地

下水位は高いが，踏み跡に水が溜まることはない。自

然植生のジャヤナギ群落の立地は大河川の下流域など

で安定した中洲や後背湿地に成立する。

動態：高木のジャヤナギは列状に生育していて，植栽

されたものとみられる。高木は胸高直径30cm前後で，

多くのジャヤナギは樹の上部が2～3m枯死している。

アカメヤナギやタチヤナギは春に開花すると多数の種

子を散布する。湿原内には，回雪が生育していて，高

さ2～41nほどの低木のジャヤナギ植分もみられる。

下位単位：ジャヤナギ群落は典型下位単位群落タチヤ

ナギ下位単位群落，エノキ下位単位群落，マコモ下位

単位群落，ノコンギク下位単位群落の5つの下位に区
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分される。（1）典型下位単位群落：特別な区分種を持

たない。平均出現種数は9種である。26の林分が典

型下位単位群落にまとめられた。　（2）タチヤナギ下

位単位群落：タチヤナギを区分種とする下位単位群落

である。タチヤナギ（sα伽sψかα8読s）は高木で

若葉が蜜に発毛に被われる。成葉は披針形で先が次第

にとがる。タチヤナギの被度は50％以下である。タ

チヤナギ下位単位群落の平均出現種数はユ7種である。

（3）エノキ下位蟻位群落：エノキ，ヤブタビラコで区

分される。ジャヤナギの根部がやや高くなり乾燥した

りっちの親分がまとめられる。　（4）マコモ下位単位

群落：マコモを区分種として地下水位の高い立地の植

分がまとめられる。　（5）ノコンギク下位単位群落：

ノコンギク，ネズミモチを区分種としてまとめられる。

浮島が原南西部の堤上のジャヤナギ林の調査資料が相

当する。

管理＝タチヤナギ群集と共に浮島ケ原の湿生林の特徴

的な景観の構成要索の一つである。現在ではジャヤナ

ギは自然に小群落を形成している場所もあるので，植

栽樹と同様に保全をはかることが望ましい。現在老化

した樹木も多く部分的に切って若返りを図ることも必

要である。

10）タチヤナギ群集（表10）

　　Salicetum　subfragi／is

区分種：浮島ケ原申央部から得られた植生調査の8っ

の林分はタチヤナギを標徴種としてタチヤナギ群集と

してまとめられた。タチヤナギは水辺に生育する落葉

の商木で，葉は披針形で裏は白色を帯びる。枝は直立

してしだれることはない。

相観15～7mの夏緑広葉樹低木林。

構造組成：タチヤナギの高さは5～7m，胸高直径30

～42cmで，上部の枝が枯れたタチヤナギだけが亜高

木麟を占めている。低木層にはタチヤナギの他にイボ

タノキやノイバラ，着生のノキシノブが生育する。草

本層にはカサスゲが高い三度で生育し他にウキヤガラ，

シロバナサクラタデなど湿生植物が高い常在度で混生

しているQ

立地：タチヤナギ群集の立地は湿生で地下水位が高く，

歩いた跡に1～5cmの水が溜まる。粘土質の土壌で，

カサスゲなど草本植物の桔死体が未分解のまま10cm

ほど堆積した場所もある。

動態：タチヤナギは列状に生育していて，この湿原に

植栽されたものとみられる。樹冠の上部が著しく枯れ

ていて，群落の高さは7m以上には高くならない。多

数の開花が見られるので結実し，種子散布がされてい

るはずだが，芽生えはあまりみられない。かってカサ

スゲ群集内に植栽されたタチヤナギが環境とのバラン

スの中でどうやら生き残っている状態である。なお河

川下流部の流水辺や中流域の安定地に生育するタチヤ

ナギ群集は，自然生の夏緑広葉樹低木林である。

下位単位：特男ljな区分種のない典型亜群集とイヌコリ

ヤナギ亜群集，イボタノキ亜群集，アゼスゲ亜群集に

区分される。浮島が原の東部には植栽されたシダレヤ

ナギの列植がみられシダレヤナギ群落として組成表が

まとめられている。（1）典型亜群集：タチヤナギ群集

のうち，より湿生な立地にみられる。平均出現種数は

6種（3～12種）でタチヤナギは植被率50％前後を

占める。（2）イボタノキ亜群集＝イボタノキ，ノウルシ

で下位区分される。平均出現種数10種でやや乾いた

立地にみられる。カサスゲ，ノイバラの植被率も高い。

未分解の枯死体が厚く堆積している。（3）イヌコリヤナ樗

ギ亜群集：イヌコリヤナギ，マコモで区分される。地下

水が高い浮島が原中央部の植分がまとめられる。出現種

数12種と多い。（4）アゼスゲ亜群集；アゼスゲチゴザ

サで区分される。ヨシが優占する植分がまとめられる。

管理：タチヤナギ群集は浮島ケ原の湿原の代表的な景

観要素の一つである。水湿地の低木林が減少している

当地にあっては，現状のままで保全していきたい植生

の一つである。

正1）ノイノ寸ラ君羊落（表U）

　　ROSαητ認雄♂orαcommunity

　水路縁などで調査された9月分はノイバラを区分種

としてノイバラ群落にまとめられた。区分種のノイバ

ラはバラ科の小低木で，高さは2m程になり，群生し

て低木群落を作る。

相観：ノイバラ群落は，高さ3m以下の夏緑低木群

落で草本植物との2層群落を形成している。

組成：低木のノイバラが50％以上の雄蝶率で生育す

る。その他にシロバナサクラタデ，ヨシ，セイタカア

ワダチソウ，ノブドウ，オギ，ノウルシ，ウキヤガラ

などが混生する。出現種数は4－15種で平均出現種数

は7種である。ノイバラが密生する春分では草本植物

層の植被率は30％程度である。

立地：ノイバラ群落は主として浮島ケ原の水路の縁に

生育する。水路は流水時に多少とも土砂を運び，した

がってその縁はやや盛り上がった堤となっている。土

壌は湿潤ではあるが，地下水位は低い。

下位単位群落：ノイバラ群落は典型下位単位群落とイ

ボタノキ下位単位群落に下位区分される。（／）典型下

位単位特別な区分種をもたない6つの植分がこれに含



まれる。低木層はノイバラ1種目けで，ほかの木本植

物を混生しない。生育立地は，堤の水路側でより湿性

地である。平均種数は6種と少ない。（2）イボタノキ

下位単位群落：イボタノキ，カナムグラで区分される。

平均種数は12種で典型下位単位群落の約2倍である。

典型下位単位群落の遷移が進んだ植分であり，オオバ

イボタ，オオシマザクラなどの木本植物が混生する。

ノイバラの植被率が高く，群落内へ侵入することが困

難となっている。

旧観：ノイバラは4月には新葉を伸ばして多少のつぼ

みをつけ5月半ばには開花する。ノイバラの花は多く

の毘虫類の密源となている。ノウルシ，ケキッネノボ

タンも春季に開花する。混生するウキヤガラ，ヨシ，

オギなどは植被率も10％程度で，密生することはな

い。秋にオギやヨシが開花する季節には，ノイバラは

赤く結実する。

管理：ノイバラ群落は浮島が原でもっとも乾燥性立地

に生じる群落であり，この群落から遷移が進行すると

ほかの低木群落となる。したがって，ノイバラ群落の

段階で留めておくためには，群落内の木本植物を除表

する方策が考えられる。また群落が拡大しないように

堤防周辺である程度の面積に分断して湿原の内部への

侵入を阻止する方策が必要とされる。

12）クズーセイタカアワダチソウ群落（表12）

　　Pωθrαr‘αZOわαオα一So鋸α90α厩SS競αcom一

　　鷺unity

区分種；浮島ケ原の埋立地周辺などから得られた17

の植分はセイタカアワダチソウとクズを区分種として

クズーセイタカアワダチソウ群落にまとめられた。セ

イタカアワダチソウは帰化した多年生草本植物で，根

から他門物質を分泌して，生育地を広げる。

相観：1層あるいは2層の高さ2mほどの草本植物群

落。蒔につる植物群落の相観を示すこともある。

組成：区分種の他にスギナ，オギ，ツルマメ，ヨシ，

スギナなどを混生する。湿生の植物の組成は比較的少

ない。草本第1層にはセイタカアワダチソウ，ヨシ，

ホソバアキノノゲシ，ヨモギなどが生育し，第2層に

はスギナ，スイバ，ヨモギなどが低丁度で生え，全体

をクズが被っている。

立地：クズーセイタカァワダチソウ群落の立地は，浮

島ケ原湿原の北部分のコンクリート，板，金属片など

が放棄された埋立地である。本群落は人や車の侵入が

少ない埋立地や湿原との境界の斜面に生育する。立地

の土壌はコンクリート片や礫の混入した砂土である。

下位単位：クズーセイタカァワダチソウ群落は典型下
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位単位群落，スギナ下位単位群落，コブナグサ下位単

位の三つに下位区分される。（1）典型下位単位群落；

植生の高さ1．6－1．7mの2層群落である。平均出現

種数は8種である。3。～10。の三三地に生育する。（2）

スギナ下位単位群落：スギナ，ヨシ，ノイバラなどの

種群で区分される。人や車が侵入しなくなった埋立地

下部で，土壌形成がやや進んだ場所にみられる。平均

出現種数は13種を数える。アキノエノコログサ，ア

シボソで区分される下位単位がさらに下位区分された。

（3）ススキ下位単位群落：ススキで区分されるススキ

下位単位群落は，ススキが丁度2－5と多くなりセイ

タカアワダチソウの三度が＋～3と低くなっている。

季観：セイタカアワダチソウは地下茎を伸ばし，冬で

も根出葉を地上に展開している。クズは冬は葉を落と

すがつるはそのまま残る。春4，5月にセイタカアワ

ダチソウは急速に伸長して1m～ユ．5mにまで達する。

クズはそれよりも遅く6月頃に葉を展開して9月には

開花する。セイタカアワダチソウは10月に開花し，

その果実は季節風によって運搬される。クズとセイタ

カアワダチソウの最盛期が多少ずれているので，群落

の挙観が時期によって違う。

管理：クズーセイタカアワダチソウ群落内には湿原：本

来の植物は比較的少なく，外来の帰化植物が高い率で

猛育している。特にセイタカアワダチソウは種子生産

力や散布力が強いので，湿原の中へ侵入し易い。湿原

本来の植物群落保持のためにはクズーセイタカアワダ

チソウ群落生育地の変更を考慮すべきであろう。

　1994年は降水量の少ない猛暑であったことも災い

して湿原内の8月の刈り後地にセイタカアワダチソウが

極めて繁茂した。湿原内の駆除が今後の課題となる。

13）ホテイアオイ群落（表／3）

　　捌C肋or撚zlαcrαssφεs　community

　水路で調査された！っの三分はホテイアオイ群落と

して，ホテイアオイを区分種とする純群落にまとめら

れた。ホテイアオイは熱帯アメリカ原産のミズアオイ

科の多年生の水草で，水に浮かび，暖地では越冬芽で

冬を越す。

　ホテイアオイ群落はホテイアオイ1種から構成され

他の植物を伴わないことが多い。9月の調査時には，

水面を90％の門門率で覆って密生し，植生の高さは

水面から0．4mである。ホテイアオイ群落は冬季には，

植物体の部分が枯れるが，株の根元にわずかに越冬芽

を残す。水面が氷結すれば越冬芽も枯死するが，本調

査地の水面は冬期枯草などに囲まれていて，氷結が少

ないために芽は越冬する。5月になると新葉を伸ばし



Table　10．タチヤナギ群集およびシダレヤナギ群落　Salicet㎝subfragilis　and　Salix　babylonica　co｝nmunity

a．タチヤナギ群集
a1：アゼスゲ亜群集
a2；典型亜群集
a3：イヌコリヤナギ亜群集

a4；イボタノキ亜群集
｛〉．シダレヤナギ群落

co㎜皇ur匪ity　number：

Releve　referer主ce　n田nber：

Griginal　n㎜ber：

8eleve　size（m＾2）：

Height　of　Lree　Iayer（2i1）：

Cover　of　tree　layer（％）；

Height　of　shrub　layerω：

C。ver　of　shrub　layer（％）：

Height　of　herb－11ayeゴω：

Cover　Qf　herb－11ayer（！o）：

Number　of　species：

Salicet㎜subfra＄i玉is
Sub君鵤．　し畔ith　Carex　thunb¢rgi　i

Typicδi　subass，

SubaSS。　with　Salix　integra

SUI：鵬S．しりi　Lh　Ligust㎜豆obもusifol　iUln

Salix　babyl◎nica　co㎜unity

群落区分 a

＝＝：コ頭〔ゴ■
「一i

a2

通し番号
調査番号

調査面積
高木層の高さ

高木層の植被率
低木層の高さ

低：礫層の植被率

草本第1層の高さ

草本第1層目植被率
出現種数

　1
52

　4
75

　2
20

0．8

　8

　2
50

60

　5
75

　2
20

0．8

40

12

　3
368

5
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60

9

　4
53

20
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10
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3

　5　6
10　8
56　48
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　3　L8
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20　5
11　8

7
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　9
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2

　1
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5
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　6
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田6
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10　　　11　　12　　13

5253違4　63塵2
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　7　10　6　8
75　　　40　　　60　　　80

　4　4　2　5
旗）　40　80　10
　2　　10．4　0。8
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12　7　11　13

14

曽4
15

　4
30

0．8

80

　9
Chracter乏stic　specie＄　of　aSS．

　Sa1玉x　subfragilis

Differential　species（）f　under　uniも：

　〔泊rex　thUnbergi至

　1sache　910bo餓

Salix　隻ΩLegra

Zizania　latifolia

LigUSむrum　d｝tUS玉fol　iu飢

　Euphorbia　adeRoch！ora

　Prunus　sp，

　Polygonu盈R　sieboldii
　｛｝aliUin　s夏）轄ri篭∬n　 f．　sしrigQ＄皿

Differential　species　of　co㎜ur星iもy：

Salix　babylorlica

　縣rex　 、置esicaria

Other　sp愈（：ies；

　PolygonI』1i　japonicu皿

群集六三種
　タチヤナギ

下位単位区分種
アぜスグ

チゴザサ

イヌコリヤナギ’

マコモ

イガタ持

　ノ彊シ

　サクラ属の一一種

　アキノウナギ’ツカミ

　ヤエムグラ

群落区分種
　シダ’レヤナキい

オニナルコスゲ’
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　シロバいナサクラタデ
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Rosa　mUltiflora

Carex　dispaIaもa

Solidago　a三tissi皿a

Pllragmites　australis

Scripus　yagara
Polygonum　thunbergi　i

Bidens　frorユdosa

Lonicera　japon萱ca

Lepisorus　thunbergianus
P垂1alar量．s　 arundinac釦

A窪1pel〔ll）si．s　l）revlpeduτ聖eulata

Paederia　scandens　var．　照airei
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出現11攣の種Additi◎1｝a玉s搾cies㏄curringα｝ce　in　releve　reference　nQ．1：Carex　sp．スゲ属の一種H2÷・2，　no。2：Galii聞trifidu田v訂。
　brevipedunculat㎜　ホソハ”ノヨツノゾムグラ　蕪2　＋，　no。　5：　PIantago　asiatica　オ才♪ゾコ　H2　＋，　Glycine　soja　ツルマメ　H2　＋，　顛yQsotis　baltica　ナヨヲ望ワスレナグサ　f｛2，　no。　6：

　Ru皿置ex　acetosa　スイハ”　｝｛2　÷，　no．　10：　Li8ustrum　ova王foH皿　オオノ？’イホ”タ　箋｛＋，．Saururus　chinensis　ハンデ’ショウ　｝｛．う一，　no．　11：　Pueraria　lo舳ta　クズ陶　S　÷，

　nQ．　12：　Polygo∫｝1∬11　cUSp量dat囎　イタド’リ　H　＋，　no．　14：　1～u凱ex　cr至spus　ナガ’，“’ギ㌧シギ’シ　H　＋，

調査年月日寂eleve　d哉te　in　releve　refere11⊂：e　r剛llbber　1，2，4一一6、12：1年10月9日，　i∫13，6，8，11，13：1994年4月30日， iIヨ7：　1993年1〔リコ10日，　ir｝10：　1994年　8月　5B．
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Tab王e　11．ノイバラ群落

a：同断位群落
b：イボタノキ下位群落

20sa　nlultiflora　C‘）n田luniもy

Typical　under　uf匡玉t　cOI用111まnity

Urldをrしmlt　c（．）F且unu藍丘ty厩t11　Ligustr麟 obtusi、　fol三し甑

一
⑰
邸

COI㎜uniしy臼Ulnber： 群落壌分 門 a
r

i

Releve　reference　nu野聖ber：

Or童gi【1al　Ilu当駐ber：

Releve　size（m＾2）：

Height　of　tree　正ayer（皿）：

C（，ver　of　tree　layer（％）：

Height　of　shrub　Iayer（m）：

Cover　of　shrub　layerα）：

Height　‘）f　herb　layer（［n）：

Cover。f　herb　layer（鬼）：

N㎜ber　of　species：

b 一　　1

通し番号
調査番号

調査薗積
高木層の高さ

高木層の植被率
‘母御の高さ

低木層の植被率

草本層の高さ

草本層の植被率
出現種数

　　1　2　　3　　4　　5　　6
325　　343　　363　　340　　271　275
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　　3

60

0．6
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Differential　species　of　cα田iEun1ty：

　　Rosa　n1U玉tiflora

Differential　＄pecie＄of　under　unit：

　　Ligustrum　obtusifo】．　i　u皿

　　Humulus　scandens

C㎝PaniQII　species：

　　Polygonum　japonicum

　　Phragmites　australis

　　Carex　dispaIata

　AmpelopSiS　brevipedur適culata

図iscanthus　sacchariflorUS

Solidago　altissi皿a

Scripus　yagara
Euphorbia　adenoch1〔，ra

Bidens　frondosa
Paederia　scandens　var．　旧airei

Phalaris　arundinacea

群落区分種
　　ノイパ’ラ

下位贈位区分種
　　イボタノキ

　　カナムグラ

随伴種
　　シロ誓いナサクラタデ’

　　ヨシ

　　カサスゲ

　　ノブPド」ウ

オギ

セイ猛暑アワダ’チソウ

ウキヤがラ

ノウルシ
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出現1回の種　《dditional　species　occurring　once　in　releve　reference　no．3：Lonicera　japonicaスイカス“ラ｝1＋・2，　no．5：Pueraria　lobataクズS1・2，

　　｝｛＋，　Equisetum　arvense　スギ’ナ　H　÷・2，　no．　7：　Prunus　lannesiana　var．　speci◎sa　オオシマザ’クラ　T1　2・2，　no．　8：　Ligust㎜　ovalifoliu組　オオバ”イ射’タ　S　＋，

　　1～anunculus　cantoniensis　ケキツネノホ”タン　H　＋，　Artemi＄ia　princeps　ヨモギ’　H　＋・2，　no．　9：　Persicaria　perfoliaもa　イシミカワ　H　＋，　R㎜ex　obtusifolius　エゾ’ノギ’シギ

　　シ　H　＋，　Carex　vesicaria　オニナルコスゲ’　H　1・2，　Cardamine　flexuosa　タネツケノ？’ナ　H　÷，　Ru田ex　fortune玉　f．　vilI玉folius　ナガリザキ”シギ’シ　｝｛＋，　Zizania　IatifoIia

　　マコモ　H　＋，　Gali㎝　spuriu醗　var．　echinospermon　ヤエムグ」ラ　H　1・1，

調査年月日Releve　daLe　in　re至eve　refeI・α1ce　n田nber　1・・｛i：1994年5月1日，　in㍗9：1994年4月30日，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配．



て，急速に水窪を覆う。夏季は夏から秋にかけて，長

期にわたり，涼しげな美花をっぎつぎとつける。花穂

全体が1日で開花し翌日にはその穂は水中に沈んでし

まう。秋の終わりから葉は，次第に焦れて水中に沈む。

立地：ホテイアオイ群落の生育地は水が停滞した，水

路地であり，水深は40cm以上ある。水底には砂礫質

の基物が堆積していて土壌は薄い。そのために抽水植

物群落が生育出来ない環境である。また水路が深いた

めに降雨時に流水の速度は遅くなり，浮かんだ植物が

流されることはほとんどなC、。

植生管理：ホテイアオイは暖地では水田，貯水池など

の水面を覆って繁殖する強害草となる。しかし，根が

廃水中の重金属類を吸収する能力を持っているので水

質浄化植物としても利用される。ただし冬季植物体が

枯死する前に撤去する必要がある。枯死体を放置する

と，浄化した物質を改めて水中に溶き放し，さらに水

質を富栄養化することになる。日本ではホテイアオイ

の越冬芽で繁殖できるものは関東地方が北限とされる。

公園内の水路で本群落を保持するには水と枯死体除査

の条件を整える必要がある。

14）埋立地の雑草群落（表14）

　　Weed　cornmuniもies　in　reclaimed　area

　浮島ケ原湿原の北側には土砂廃棄物やその他の廃棄

物置き場がある。一部では湿原が土砂によって埋め立

てられている。この場所から得られた植生調査の14

南分は雑草群落としてまとめられた。これらの植物群

落は埋立の時期，埋立後の人為的影響，埋立土の種類

などによって細かく変化している。群落構成種は湿原

と異なり，帰化植物を主として，その他に富盛地に生

じる耕地雑草，踏跡地雑草，路傍雑草などから構成さ

れている。湿原では1群落の構成種無は少ないが，埋

立地雑草は40種以上にも及ぶ植分もある。

　埋立地雑草群落は以下の5っの群落にてまとめられ

た。

　（1）メド田田ーアキメヒシバ群落

　　　Lθ＄Pε4ε9αo砿ηθαオα一α9‘オαr‘αびめごαscθπs

　　　cornmunity

区分種：オヒシバ，アキメヒシバ，チャガヤツリ，セ

イカアワダチソウなど主として固結土壌に生育する1

年生草本植物を区分種とする。大部分がイネ科植物で

区分種される。

相観1やや疎生した禾本草原。

構造：群落の高さは，03－LOmまでで植被率30－

90％の1層群落である。土壌が深い場所では植生高1

153

mで90％と密生する。

組成：特別に優占する種はなく，50％以下の植被率の

植物が目立っている。群落区分種とされたイネ科植物

はいずれも踏み跡群落に特徴的な植物で，人に踏まれ

たり，あるいは車両に踏まれ，固くしまった土壌の上

に生育する為初である。この埋め立て地はしばしば人

が立ち入り，車が乗り入れるので，帰化植物や園芸種

の逸出種も多い。

下位単位区分：（1）典型下位群落：特別な区分種を持

たない。埋め立て地上で最も良く踏圧を受けて，土壌

が固結している場所に生育する。基盤は礫やコンクリー

ト壁などで，立地は乾燥し，日当たり，風当たり共に

強い環境下にある。出現品数は18と36種類である。

（2）コミカンソウ下位単位群落：コミカンソウ，ジャ

ヤナギ，タカサブロウ，オオアレチノギク，ヌカキビ，

ノゲシ，ヒメチドメなどの種苗によって区分される。

典型下位単位の環境に銘べると跡圧を受けることがや

や少なく，しかも土壌はやや富栄養である。区分種の

多くは畑やその周辺に生育する耕地雑草である。群落

の平均出現種数は4！種できわめて多い。フウチョウ

ソウ，トレニアなどの逸出種も見られる。

管理：埋め立て地は種種の廃棄物のごみ捨て場であり，

残土，建材，金属機械など雑多なものが投棄されてい

る。そのために湿原植物とは金く異なった植物が群落

を形成している。この場所に生育する帰化植物の種は

湿原内に侵入して，湿原植物群落に大きな影響を与え

る。湿原植生保持のためには，埋め立て地雑草群落は

除去することが望ましい。除去するには，埋め立て地

の部分を造成によって地形変更することが望ましい。

　（2）メリケンカルカヤーコブナグサ群落

　　　．肋ゴrOPO90ηひかg顔CμS㌦4r‘んrαコσ0ηん‘S一

　　　μ伽scommunity
区分種：メリケンカルカヤ，コブナグサ，ツルマメで

区分される。0．4－0．6mでツルマメがメリケンカルカ

ヤ，セイタカアワダチソウに絡まった群落を形成して

いる。

相観：一年生草本植物群落。

構造：0．4－0．6mで80－90％の植込率を占める1層

群落を形成している。排水の悪い小春土壌の窪地に生

育している。

　（3）マルバヤハズソウーオオニシキソウ群落

　　　Kω侃耀roひピαs勿♂αcθα一伽Pん。ろ6α襯αcα一

　　　♂αオαcommunity

区分種　オオニシキソウ，マルバヤハズソウで区分さ



Table　12．

a．典聾｛立単位群i落

b．スギナ下位単位群落
　　b1．面諭ド位磁位

　　b2．アキノエノコログサ肩立単位

。．ススキ下位滋位群落
　　c1．典則rト「イ立単位

　　c2．シマスズメノヒエ下位単位

クズーセイ江海アワダチソウ群落　　　　　Pueraria　lobata－Solidago　a1もissima　co理munity

Typical　under　uniも　c（㎜uniもy

Under　Unit　c（㎜Uniもy　wiもh　Eguisetum　arvense

Typical　u蹴der　unit

毫｝nder　unit　ωitll　Setaria　faberi

Under　unit　c（皿皿unity　with　Miscanthus　sinensis

Typ圭cal　under　unit

Under　unit　with　Paspalum　dilatatu皿

謹

Com把unity　nu皿ber：

Re王eve　reference　nu凪ber：

Original　nu皿ber：

最eleve　size（m＾2）：

Height　of　shrub　layer（m）：

Cover　of　shr臼b　layer（箔）：

Heigトも　oず　herb－1　1ayer（阻）：

Cover　of　herb－1　1ayer（鬼）：

｛｛eight　of　herb－2　1ayer（田）：

Cover　of　herb－2　1ayer（鬼）：

睡し蹴ber　of　species：

群落区分

通し番号
調査番号

調査面積

低木癖の高さ

低木層の植被率

草本第1層の高さ
草本第1層の植被率
草本第2層の高さ
草本第2層の植被率
出現丁数

b 1

　1　2
531532
25　　9

1。7　1．6
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3
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go

15
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9
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　1189781513
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Differential　species　of　co皿munity：

　Solidago　altissi題a

Pueraria　玉obata

Differential　sI）ecies　of　under　uniも：

　Equisetu瓜　arvense

Phragmites　australis

Rosa　mulもiflora

Setaria　faberi

頴iCr◎StegiU田　ViElineUm　Var．　POlySもaChyU冊

群落区分種
　セイタカアワダ’チソウ

クズ

下位単位区分種

　スギナ

ヨシ

ノィガラ

アキノエノコログ’サ

アシホ“ソ

H

H2
H

H2

K

B2

H

H

H2

H

i｛2

H

H2

3・4　3・4

5・5　5・5

5・5

＋・2

2・2

1・2

5・5

1・2

3・3

5・5

2・2

1・2

1・2

5・5

3・3
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3・3　5・5

1・2　1・2
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悪iscanもhUS　S隻轟ensis

Paspalu梱　dilataもu皿

Care×　thunbergi　i

Verbena　brasi玉iensis

Cic腰ta　vir◎sa　var．　nipPonica

ススキ

シマスズ’メノヒエ

アセいスケい

アレチハナカいサ

ドクセいり

H

H2

H2

H2

i｛2
乱

12・3　5・5　・　　1
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C㎝ipanion　species；

　Artemisia　princeps

Paederia　scandens　var。　mairei

団iscanthus　sacchariflorus

Erigeron　s㎝atrensis

Rumex　acetosa

61yc量ne　sO3　a

Bidens　frondosa

触ωi㎝　 pariiCUlat㎝

Hydrocotyle膿aritima
Lacもuca　indica　f．indivisa

A鑓phicarpaea　trispe獅皿a

Carex　sp．

Lacもuca　 illdica

Youngia　japonica

Coix　lacry田a－jobi

Rosa　ωichuraiana

Sorlchus　oleraceus

Fi田bristylis鎖iIiacea

Vlgna　angu王arls　var．
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

nlPP◎nenslS

隆伴種
　ヨモギ

ヘクソカズラ

オギ

才オアレチノキいク

スイハ“

ツ荻メ

アメリカセンダ’ンクいサ

アレチヌスビトハギ

ノチボメ

ホソ’ゾアキノノゲシ

ヤブ’マメ

スゲ属の一種
アキノノゲ’シ

オニタビ’ラコ

ジ’ユズ’ダ’マ

テリハノイ’ゾラ
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出現1回の種Additiona　l　sp㏄ies㏄curri㎎◎nce　re至eve　reference　no．1：Dioscorea　tokoroオニド’コロH＋．，　no，4：Lespedeza　cuneataメト”1、ギH＋，

　Cayratia　japonica　ヤブ’カラシ　H　÷，　窺。．　5：　Dunbaria　vilIosa　ノアズ」キ　H　2。2，　C合rex　lanceolata　ヒカゲ’スゲ’　H2　＋・2，　no．　7：　Rosa　withuraialla　テリハノイノfラ　　H2

　　1・1，　Dunbaria　viliosa　ノヲズ’与毘÷・2，　Saもaぎia　glauca　キンエノコロ　H2＋，　no．8：　〔｝xalis　corniculaもa　カタ｝デミH2＋。2，　Ge負。．もhera　biennis　メマツヨイゲ’サ　H2＋，

　P王aatago　asiaticaオオ，ゾコH2　1・2，　Centel　Ia　asiat董ca　ツオf’クサ彪＋，　Duchesnea　chrysantha　ヘビ’イチゴ’　H22・2，　no．　9：　Rosa　騨ichuraiana　テリハノイ’ザラ　H子・2，

　Polygonu皿cuspidaLu瞼イタド’リ　｝｛2。2，　H2＋，　Ru吼ex　japonicusキ“シギ’シH2尋、　no．　11：Polygonum　japく）nicu皿シ脚ゾナサクラタデ’H2＋，　no．　12：Carex　dispalata

　カサスゲ’H2＋・2，　no．13：Arthraxon　h三＄pidusコブ’ナグ’サH1・2，　Trifoliu坦repensシロツメクサH÷，　Salix　eri◎carpaヅヤヤナギ’H　1・2，　Lonicera　japorlicaスイカ

　ズ’ラH＋，1田ひerata　cylindrica　var．　k◎er轟g猿テガ’ヤK1・2，　Aster　subulatusホウキギ噛ケH1・2，　no．14：｝｛ibiscus　lnutabi　l　isフヨウS1。1，　i｛21・2，

　H㎝erocallis　sp．ワルナグサ属の一種H2＋，　HalIotus　japonicusアカメガ’シワS2・2，　Ru肥x　cong1磁era切sアレチギシギシ巨＋，　Vitis　ficifolia　var．

　　lobata　エビ’ヅ噸ル　H2＋・2，　Bidens　pilosa　コセンダ’ング’サ　薮2÷・2，　C（顯mel圭職a　c（澱掘unis　ツエクサ　H2　＋・2，　Achyranthes　fauriei　ヒナタイノコズ’チ　囎　＋，　Di＄itaria

　adscender捻メヒシ’ザ　｝逡÷，　no。15：　0xalis　corniculata力タパ隔ミH1・2，0enothera　biennisメマツヨイゲ’サH＋，　Brc脇us　pauciflorusキツネカ”ヤ駐＋・2，　Erigeron

　canadensisヒメムカシヨモギ’｝｛1・2，　no．16：臨掴od圭㎝oxy画ynu皿ヌスビ’トハギ’H22。2，　no，17：Lespedeza　cuneata）ミ｝・’亀ハギ’H2． δ
cn

調査年月日Releve　date三n　reIeve　re艶rence　number　1，2，10，15：1994年8月5日，　in　3－8，12－14，16：1993年1Q月10日，　in　9，11，17：1993年10月9日．
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Table　13．ホテイアオイ群落　Eichho撒ia　crassipeS　COI㎜unity

〔〕rigina1　正1t1践1ヒ｝ξうr：

Releve　size（描A2）：

Height　of　herb　layer（凱）：

Cover　of　herb　layer（％）：

描㎜b奪rof　species：

調査番号

調査面積
草本層の高さ

草本層の植芝率

出現種数

31

　6
0．4

go

　1

Differential　species（）f　co㎜unity：

　建ichhQrnia　crassipes

群落区分種
　ホテイアオイ 5・5

調査年月日　Releve　date：1993年10月10図

れる。

相観：疎生した1隼生マメ科草本植物群落。

構造：0．4－0．8mで50－85％の植被率でおおっている。

1隼生草：本植物。

組成：小礫堆積地で車や人が入る固結した立地にマル

バヤハズソウが優占した群落を形成している。セイタ

カアワダチソウ，ホウキギク，ヨモギが混生する。

　（4）ギョウギシバーオオアレチノギク群落

　　　C翼。60磁ααyご0η耀rご9θroπSωノηα6繊SごS

　　　community

区分種：クズ，オオアレチノギク，メマツヨイグサ，

ギョゥギシバ，ヒメジョオン，スギナ，ツボクサ，ツ

ユクサ，ドクダミで区分される1．6－2mの背が高い

乾性草原を形成する。

構造：L6－2mで植被率80－90％，時に2層群落を

形成する。

組成：埋め立て地頂部の縁に発達する越年生植物，多

年生植物の混生した三分である。土壌は深く畑地雑草

のオオアレチノギク，ヒメジョオン，スギナ，ツユク

サ，チチコグサモドキ他が生育する。

　（5）二二クサキビーメヒシバ群落

　　　P磁C職砒ん0ω畷μorμ配一α9磁磁
　　　副SOθ屈θηs　comlnunity

区分種：ノゲシ，オオクサキビ，メヒシバ，ケアリタ

ソウ，シロアカザ，イヌタデ，イヌビエ，アキノエノ

コログサを区分種とする。

構造：0，4－1mで植被率35－90％。を占める1年生

雑草群落。

エ5）センニンソウ群集（表ユ6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　Clernatideturnもerniflorae

　浮島ケ原のヤナギ林の外縁部にノブドウ他のッル植

物がからまり，マント群落を形成している。

標徴種および区分種：ノブドウ，エビヅル，ヘクソカ

ズラ，ノイバラ，ヤマノイモ，キカラスウリ，スイカ

ズラ，ツルウメモドキのッル植物を区分種としてセン

ニンソウ群集としてまとめられる。

相観構造：支柱となるタチヤナギに2mの高さでツ

ル植物がまきつき80％の植被率で生育している。出

現種数10種類だが9種はッル植物である。ヤナギ林

内に光や風が入らないように植物群落自身の防御装置

となっている。

16）カナムグラ群落

　　H研協如SSCα副ε泥s　community

　淳島ケ原北側の埋立地から得られた植蛋調査の1植

分はカナムグラを区分種としてカナムグラ群落にまと

められる。

相観構成：相観は1年生のつる植物群落でヤナギ林の

林縁にみられる。区分種のほかにメヒシバ，アレチウ

リ，オナモミ，イヌビエ，イヌタデ，シロバナサクラ

タデなどの1年生草本植物が混生する植物群落で高さ

は0．9mで100％の型通率を示し葉を広げている。と

くにカナムグラの植被率が高い。群落の出現種数は8

種類である。湿原の中ではヤナギ類の林縁に，つる植

物が繁茂して，樹木に絡みつき密な植物群落を形成す

るQ
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出現種数
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　　Sonchus　oleraceus

　　Panicu皿dicho七〇服ifloru醗

　　Digitaria　adscender爲

　　（溢enopodiu田　a雌brosioides

　　ChenOPodi㎝　a歪bum

　　Polygonu田io㎎ise主u皿

　　Echin㏄hl◎a　crus－gal正i

　Setaria　faberi

Differential　species　of　u勲der　unit：

　　Panicu田　bisulcatu服

　Lysi田achia　japonica　f．　subsess童lis

Sal圭x　eri◎carpa

Phyl　lant盤us　urinaria

Eclipta　prostrata
Hydrocotyle　yabei

Aca玉ypha　australis
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　　図icr◎sもegium　vi田ineu孤　var．　polystachym
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　　Fatoua　v圭110sa
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Erigeron　canadensis　var．　董evis
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出現一回の種　Additional　species　occurring　once　in　releve　no．4：Sisyrinchium　at玉anticumニワゼキ泊ウR＋，　Paspalu隈diIatatu組シマ双’メノヒエH＋・2，

　　Des醗odiu田oxyphy1王umヌスど’塾ハキ“　H＋・3、　Kyllinga　gracHIi田aヒメクグ　H＋・2，　no．5：Setaria　viridisエノコログサH＋・2，　no．6：Paspaluπi　orbicuIareスズ’

　メノコビ’工H1・2，　no．7：Vigna　ang幾1aris　var．　nipponensisヤ＝ブヅルアズ覧キ｝｛＋・3，　Xanthium　strumariu皿オナモミH÷，鞭hmeria　holosericeaオニヤプマオH＋，

　　Boeh撫eria　nipononivea　カラムシ　H　＋，　Lagersもr（》e窟ia　indica　サルスへ髄’り　H　＋，　Salix　subfragi　l　is　タチヤナギ’　H　÷，　Cartha阻us　tinctorius　へ”ニハ”ナ　H　＋、　Apb』m

　　lePも◎phyllu皿　マツバ’セ｝’リ　H　＋・2，　Cayratia　j　aponica　ヤブ’カいうシ　猛　＋，　no．8：　Imperata　cylindrica　var．　kOenigii　チが亀ヤ　K　÷・2，　琶ccoilopus　co毛ul　ifer

　　アブ’ラススキ　B　圭・2，　0plismenus　undulatifolius　var，　japonicusコチヂミザ陶サ　H　＋，　Paspalu皿　thunbergi　i　スス」’メノヒェ　｝｛3・3，　no．　9：　汽umex　japonicus　ギ’シギ’シ　H

　＋　Lonicera　ja套）onica　スイカズ」ラ　H2　1・2，　Petas玉tes　japonicus　フキ　H2　＋，　Paederia　scandens　var．　1nairei　ヘクソカズ’ラ　H2　＋・2，　no．　10：　P◎rもulacaceae　sp。

　　スへ男ヒ［科の一種B率，Cyperus　i　riaコゴメカ“ヤツ1，　H＋，　Polypogon　f㎎axヒ〔ガエ1川＋，　Calystegia　sp．ビ｝ガ嘱の一種H＋，　Phrag田ites　australisヨシH＋，

　Sonchus　asper　　オニノケいシ　H　＋，　Polygonum　perfoliatu皿　イシミカワ　懸　＋，　Rorippa　indica　イヌカ」’ラシH　＋，　Equisetu皿　ra雌os圭ssimu皿　var．　japonicu麗　イヌド’クサ　H　＋，

　　Solanu組sarrachoidesケイ）～材ズ’キH＋，　no．11：Rosa　luciaeアズ’マ梱’ラR＋，　no．12：Perma　sp．シソ属の一種H＋・2，　Epi　lobi礁pyrricholoph㎝アカ’？’ナ

　H　＋，　｝｛azus　pu醗iIus　トキワハゼ’　H　1・1，　Panax　ginseng　ニンジ陶ン　H　÷，　Viola　mandshurica　スミレ　H　＋，　Ru組ex　acetosella　ヒメスイハ’辱　H　÷，　L，ipocar誓）ha　micr㏄ep卦ala

ヒンジ’ガ’ヤツリ　｝玉＋，　1）uc｝｝esnea　chrysantha　ヘビ’イチゴ亀　H＋，　Mazus田iquelii　ムラサキサギbゴ陶ケH　1。1，　籍。．　13：　（＝elosia　cristata　ケイトウ且＋，　Sedum　bulbiferu阻コモ

チマンネング’サ　｝｛　＋。　Rorippa　islandica　スカシタゴ’ホ”ウ　H　＋，　Mosla　diant｝註era　ヒメジ’ソ　H　＋，　Plantago　virgin圭ca　タチオオハ」bコ　H　÷，　Erechもites　hieracifo玉ia　ダ’ン｝・’」

ホ“ロギクR＋，Eu挑orbia　pseud㏄ha磁esyceニシキソウR÷，　no．14：Ficus　er㏄taイヌビワH＋・2，　You㎎ia　japonicaオニタビラコ慧2・2，　Cerastiu田gl（職erat㎜

オランダ’ミミナグ’サH÷，Ec翁inoch　loa　crus－galli　var．　oryzicola　タイヌビ’工｝｛＋・2，　Polygor掲脇yokusaianu瞳nハナタデ’H÷，　Gynandropsis　8ynan（王raフウチョウソウH2・3。

護周査i年月iヨ　　Releve　date　in　releve　reference　number　1－4，　12－14：　1993年10月10…≡ヨ，　in　5－8：　1994年　8月　5臼　　in　9－11：　1994年　8月　6日．
蓉
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Tab驚15．センニンソウ群i集 C三e狙aもide．しu亙駐　ter韮』Riflorae

〔2rigir｝al　葦「llln【1）｛∋r：

Releve　size（n｝＾2）：

藍｛eight　of　herb　layer（組）：

Cover　Qf　herb　layer（％）：

魏聰湿ber　of　spec　i　es：

調査番号
調査面積（複㌃＊撮）

草本層の高さ（皿）

草本層の植被率（％）

出現種数

507

18

　2
80

10

〔：hξ覧racもeristiC　 Sf）｛セ（〕i（鷺　 （）f　 ass．：

　簡）el．opsis　breV圭pedur1CUlata

　　Sa正i．x　su嚢）fragi　l　is

　　＞itis　ficifolia　varひ　10bata

　　l）aederia　scandenS　V載r．　撮a　i　rei

　　lミ｛｝sa　搬ultif1◎ra

　　正）i（｝scOrea　j　apor美ica

　　Trld韮osanthes　kiri1◎wii・ヤ・ar．　japOnica

　　Lo婁｝icera　japonica

　　Celasもrus　orb圭culaもus

Other　speciOS：

　　POlygOnum　senむicOS㎝

群集標徴種
　　ノブ’ドウ

　　タ曹ナギ

　エビ、ヅ’ル

　　ヘクソカズ’ラ

　　ノイハ“ラ

　　ヤマノイモ

　　キ游スウリ

　　スイカズラ

　　ツルウメモド’キ

その他の種
　　ママコノシリヌグ’イ

5・4

3・3

2・2

2・2

1・2

1・2

1・2

1・2

＋・2

十

調査年月日　Releve　daもe：1994年8月4日

Table　16．カナムグラ群落

Original　nUHL鹿r：

Releve　size（mA2）：

Height　of　herb　layer（羅）：

Cover　of　herb　layer（％）：

錘㎜ber　of　spec　i　es：！

Hu獣ulus　scandens　co㎜unity

調査番号

調査面積

草本層の高さ

草本層の植被率
出現種数

15

0．9

100

　8

Differential　species　of　c（㎜unity：

　Humulus　j　aponiCUS

Other　species：

　Digitaria　ciliaris

　Sicyos　aRgulatus
　Polygonum　j　a茎）oniCU皿

　Panicu坦bisulcat㎜
Persicaria　1011giseta

　建chin㏄hloa　crus－galli

　Xanもhi媛m　stru獄arium

群落区分
　　カナムグラ

その他の種
　　メヒシバ“

　　ルチウリ

　　シロバ”ナサクラタデ’

　　ヌカキビ

　　イヌタデ

　　イヌビエ

　　オナモミ

5・5

2・2

＋・2

　十

　÷

　十

　十

　十

調査年月日　Releve　daもe：1993年10月10日
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B．浮島ケ原の植物相

　浮島ケ原における植生調査および調査地外に生育し

ている植物の標本を採集した結果，61科／62属212

種2亜種29変種2品種，合計245種が記載された。

植物目録は次項（p，ユ65以降）に示されている。

　湿原植生として埋め立て地の帰化植物も含めて245

種の植物相は，東北の湿原などに比較して少ないが，

静岡県富士市の水田および水田放棄地や工場設置地に

残された湿原としては，静岡県の保護上璽要な植物に

あげられるサワトラノオが生育する湿原として，また

低層湿漂が琵較的まとまってのこされている地域とし

て重要である。

　湿原の埋め立て地に生育する帰化植物は48種にも

のぼるが，埋め立て地には逸出植物もみられ，道端の

草として楽しめる地域でもある。

7able　17．浮島ケ原の植物相の構成

科 属 種 亜種 変種 品種

シ　ダ　植　物 4 5 4 0 2

裸子植物 0 0 0 0 0

000

種子植物

双子葉植物 45 110 143 2 18
被子植物

単子葉植物 12 47 65 0 9 1

合　　　計 61 162 212 2 29 2

245

して記載される（図3）。

生育の条件：日が当たる湿地。一目陰地にも点在する。

浮島ケ原における分布：中央部の毎年刈られるアゼス

ゲ中心の群落内に多い（チゴザサーアゼスゲ群集）が，

ヨシ群落や始点ナルコスゲ群落内にも見られる。

管理：秋季に1度のヨシ刈りにより多く生育する。

3）ノウルシ（トウダイグサ科）

生育の条件：流水周辺の堤上，日当たり地に優占する。

浮島ケ原における分布：流水周辺の堤上。湿原内にも

点在する。浮島ケ原西部に多い。

管理：多湿にならない日当たりをつくる。

4）ヒキノカサ（キンポウゲ科）

生育の条件：ヨシと共存する。半臼陰から日が当たる

湿地。

浮島ケ原における分布＝全体に散在。多くはない。

管理：秋季に1度のヨシ刈りにより多く生育する。

5）オニナルコスゲ（カヤツリグサ科）

　静岡県以北の低層草原には広く分布するが，浮島ケ

原が南限にあたる。ヨーロッパの低層湿原の主要構成

種。尾瀬が原では特異な群落を形成している。

生育の条件：貧養湿地Q

浮島ケ原における分布：ヤナギ林の下やヨシと共存し

た湿原群落を形成する。カサスゲ，アゼスゲとも混成

することがある。

管理；秋季に1度のヨシ刈りにより多く生育する。

C．浮島ケ原を特徴づける植物

　浮島ケ原では平地に残された低層草原としては，静

岡県では見られなくなった，あるいは少なくなった植

物，さらに絶滅上蓋種（環境庁1989）と記載されて

いる貴重な植物群が生育している。

6）ミソハギ（ミソハギ科）

生欝の条件：ヨシと共存する。半日陰から日が当たる

湿地。やや富養地にも見られる。湿地を彩る花。

浮島ケ原における分布：西部より中央部に分布。少な

い。

管理：秋季に1度のヨシ刈りにより存続する。

1）サワトラノオ（サクラソウ科）

　全国的に絶滅寸前の植物である。輪軸県では浮島ケ

原に残されている。

生育の条件＝日が当たる湿地。

浮島ケ原における分布：中央部の毎年刈られるアゼス

ゲ中心の群落内に多い（チゴザサーアゼスゲ群集）。

管理；秋季に1度のヨシ刈りにより多く生育する。

2）ナヨナヨワスレナグサ（ムラサキ科）

帰化植物であるが分布が限られており珍重植物と

7）クサレダマ（サクラソウ科）

生育の条件：ヨシと共存する。半巳陰から曝が当たる

湿地。

浮島ケ原における分布：全体に散在。多くはない。

管理：秋季に1度のヨシ刈りにより多く生育する。

8）ミズオトギリ（オトギリソウ科）

生育の条件：貧養低層湿原。

浮島ケ原における分布：少ないが全：体に点在する。

管理：ヨシ湿原の存続。富養化しない。
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9）ヌマトラノオ（サクラソウ科）

生育の条件：ヨシと共存する。半麟陰から日が当たる

湿地。

浮心ケ原における分布：全体に散在。多くはない。

管理：秋季に1度のヨシ刈りにより多く生育する。

10）シロバナサクラタデ（タデ科）

生育の条件：貧養低層草原。

浮島ケ原における分布：金言に多く分布。

管理：過湿にならないこと。

11）ノハナショウブ（アヤメ科）

生育の条件：貧養低層草原。

浮島ケ原における分布：少ない。中央部北に分布する。

流域南側で見られる。

管理：ヨシ湿原の存続。富養化しない。

12）ハンゲショウ

生育の条件：半1ヨ陰から日が当たる湿地。

浮島ケ原における分布：ヤナギ林の下。湿原中央部の

此側道路地付近。

管理：秋季に！度のヨシ刈りにより存続する。

13）ミズワラビ（ミズワラビ科）

　乾いた水田や溝，畦道に生育するが，近面すくなく

なった。

生育の条件二日が当たる湿地。

浮島ケ原における分布：中央部南および西。

管理：初夏にヨシ刈りすることで生育する。

14）クロヌマハリイ　（カヤツリグサ科）

　全国的に分布が少なくなった。

生育の条件：ヨシと共存する。半日陰から日が当たる

湿地。アゼスゲと一緒にも見られる。

浮島ケ原における分布：中央部に分窃。多くはない。

管理：秋季に1度のヨシ刈りにより多く生育する。

D．浮島ケ原に於ける植物の復元

　浮島ケ原に於ける植物の復元は，管理やあるいは冬

季のロゼット（根出葉）の養生に増植することが可能

である。

1）サワトラノオ（サクラソウ科）

植生・特徴：チゴザサーアゼスゲ群集内に多く見られ

る。絶滅危機植物であるため業者に採掘されないよう

にする対策が必要である。

復元箇所・方法・時期：秋季，冬季にロゼット（根出

葉）を養生すること。種子の収集・播種による増植。

浮島ケ原における分布；中央部の毎無刈られるアゼス

ゲ中心の群落内に多い（チゴザサーアゼスゲ群集）。

管理：秋期のヨシ刈りが必要とされる。

2）ヌマトラノオ（サクラソウ科）

植生・特徴：ヨシと共存する。半屋陰から日が当たる

湿地に生育する。

浮島ケ原における分布＝全体に散在する。

管理：秋季のヨシ刈りにより，春日光が群落内に十分

置たるようにする。

3）クサレダマ（サクラソウ科）

植生・特徴：低層湿原を黄色く彩る華やかな植物。

浮島ケ原における分布：個体数がきわめて少ない。

管理：秋季のヨシ刈りにより，春日光が群落内に十分

あたるようにする。

4）ナヨナヨワスレナグサ（ムラサキ科）

植生・特徴二薄紫の花は花期も長く，浮島ケ原を特徴

づける。

浮島ケ原における分布：日が当たる湿地には広くみら

れる。

管理：秋期のヨシ刈りが必要とされる。

5）ノウルシ（トウダイグサ科）

植生・特徴：浮島ケ原の原景観を彩る代表的植物。

復元箇蕨・方法・時期：湿原内の，来訪者が鑑賞し易

い立地。

浮島ケ原における分布：春季日光が当たる立地。

管理：秋期のヨシ刈りが必要とされる。

6）ミソハギ（ミソハギ科）

植生・特徴：夏季ピンクの花で湿原をおおう。

復元箇所：木道沿いなど観賞しやすい立地に植栽する。

浮島ケ原における分布：中湿地に局地的にみられる。

管理：秋季のヨシ刈りにより，春夏日光が当たるよう

にする。

7）ノハナショウブ（アヤメ科）

植生・特徴：初夏：。

復元箇所；水辺に広く植栽する。

浮島ケ原における分布＝湿原中央のヨシ内あるいはカ

サスゲ群集内にみられる。

管理：乾燥しないようにする。
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　図13．浮島ケ原外周の植栽による公園の整備。
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　4．浮島ケ原湿原の公園利用のための
　　　生態学的考察

　浮島ケ原湿原は，富士山を借景に富士市の低地に残

された，貴重な水田のふるさとの原景観を形成する自然

植生を有している。より良い植物資源，湿原維持のため

にも，公園計画の基礎として以下の管理を提案する。

1）ヨシメ11り

　浮島ケ原では，毎回1回秋季にヨシ刈りが行われて

いた。ここでは，アゼスゲが中湿地に箆較的多くなり，

Bがあたり多くの植物が生育している。特にサワトラ

ノオ，ナヨナヨワスレナグサの生育には大きな影響を

与えている。ノウルシもヨシ刈り跡に春季1番に生育

している。静岡興植物誌（198ので記載されている食

虫植物のミミカキグサ類も光が必要であるが，今回の

調査では見られなかった。

a．刈り込み時期，回数，ヨシの年間管理

　　刈り込み時期は秋季のヨシが枯死した時期および

　初夏のヨシの身長が伸びた時期が最も適している。

　年ユー2回。植物を多くする為には2回が適してい

　る。予算がない年には1回でも問題ない。

b．刈り込み範囲

　　鳥類の生育にも影響を与える為，遊歩道および観

　察路，景観鑑賞域以外は刈り込みを行わない。

c．刈り込みによる植生の変化

　　申湿地ではチゴザサーアゼスゲ群集の生育を助け

　る。多湿地ではミズワラビが生育する。立地により

　ヨシの下では生育しない植物が出現する。

2）外周の植栽による公園の整備

　自動車道路側の湿地外にはできるだけ常緑広葉樹林

を復元して，自動車の音を遮断したい。現在以上に鳥

類がもどるためには，周辺の騒音を遮断する必要があ

る。さらに景観を復元するために湿原周囲にヤナギ類

を植栽し，二重の防音効果，景観効果をあげる。

a．樹種（湿原外の外周）：タブノキ，シロダモ，ヤ

　ブニッケイ，アラカシ，ヒメユズリハ，カクレミノ，

　モッコク，ホルトノキ，スダジイ，ヤブッバキなど

　の高木，トベラ，マルバノシャリンバイ，サザンカ，

　クチナシなどの低木も混栽する。

　　（湿原内の湿原周囲）：ヤナギはタチヤナギ，ジャ

　ヤナギ，オオタチヤナギ，アカメヤナギ，イヌコリ

　ヤナギ，ネコヤナギなどを混面する。

b．苗木および挿し木：ポット苗がもっとも生育が早

　い。ヤナギ類は挿し木が可能，70パーセント以上

　活着する。箇所毎の植栽方法は図13に示された。

C．箇所毎の植栽方法

　　湿原の外側道路沿いは防音の機能のため常緑広葉

樹種を用いる。道路側のみ年2回の枝刈りによる生

け劇化を行い通行に支障がないようにする。湿原内

外周は景観形成のためヤナギ類の植栽，防音効果は

常緑広葉樹の半分以下になる。

5．おわりに

　浮島ケ原は，静岡県低地に残された，かっての水沼

のふるさとの自然植生である。かっては広くのこされ

ていた湿地も，現在は限られた面積で見られるに過ぎ

ない。多様な自然の，特に人為的影響に弱い湿原の原

型が，管理，保護されながら富士市民への自然教育や，

ふるさと景観の堪能場所として，また日本人の原景観

として市民やその他の入々，子孫のために大事に利用

されていくことは大変喜ばしいことである。今圓の湿

原の基礎調査が詳細な現在の記録となるとともに，将

来どのように変化してゆくか，訪れる人々とともに見

守り，比較され，また適切な公園利用計画の基礎とし

て利用されることを期待したい。
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富士市浮島ケ原の植物相

Pterldophyta　シダ植物

Equisetaceae　トクサ科

！．E（ま疑iseも疑m　arvense　L，

2．Equisetum　ramosissimum　Desf．

　　　var．　laponicum　Milde

スギナ

イヌドクサ

Parkeriaceae　ミズワラビ科

1．Ceratopteris　tha玉．ictroides（L．）Brogn。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミズワラビ

Woodsiaceae　イワデンダ科

1．Deparia　japonica（Thunb．）M。　KatOシケシダ

2．Onoc圭ea　sensibilis　L，

　　　var．　inもerrupta　Maxim．　　　コウヤワラビ

Pdypodiaceae　ウラボシ科

／．Lepisorusもhu登bergianus（Kau！f．）Ching

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノキシノブ

Spermatophyta　種子植物

Angiospermae　被子植物

Dicotyledoneae　双子葉植物

Salicaceae　ヤナギ科

1．Salix　baby支Onica　L．　　シダレヤナギ（植栽）

2．Sahx　eriocarpa　Franch．　et　Savat，ジャヤナギ

3．Sa圭ix　iRtegra　Thunb．　　　　イヌコリヤナギ

4．Salix　subfragi圭is　Anders．　　　　タチヤナギ

Ulmaceae　ニレ科

ユ．Celtis　sinensis　Pers．　var．　japonica

　　　　（Planch．）Nakai

Moraceae　クワ科

1．Broussonetia　kazinQki　Sieb．

2．Faもoua　vi！losa（Th疑nb，）Nakai

3，Ficus　erecta　Thu漁b，

4．Hurn耳目us　japonicus　Sieb．　eもZucc・

Urticaceae　イラクサ科

／．BOehmeria　hOlosericea　B1，

2．Boehmeria圭Qngispica　Steud．

エノキ

ヒメコウゾ

　クワクサ

　イヌビワ

カナムグラ

オニヤブマオ

　　　ヤブマオ

3　Boehmeria　nipononivea　Koi〔iz．

4Gonostegia　hirta（Blume）Miq，

圭65

カラムシ

ツルマオ

POlygonaceae　タデ科

！．Persicaria　laponica（Meisn．）H．　Gross

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シロバナサクラタデ

2．Persicaria　longiseta（De　Bruyn）Kitag．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌタデ

3。Persicaria　nipponensis（Makino）｝｛．Gross

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤノネグサ

4．Persicaria　perfoliaもa（L）H．Grossイシミカワ

5．Persicaria　posumbu（D．DoD）H．　Gross

　　　var．　laxiflora（Meisn．）Hara　　　ハナタデ

6．Persicaria　seDticosa（Meisn，）H，GrOss

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママコノシリヌグイ

7，Persicaria　siebo！dii（Meisn．）Ohki

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アキノウナギッカミ

8．Persicaria　thunbergii

　　　　（Sieb．eもZucc．）H．　GrOss　　　　　　　　ミソ“ソノ寸

9．Pleuropもerus　mu圭tif圭orus（Thunb．）Turcz，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツルドクダミ（帰イヒ）

10．Reyno登tria　laponica　Houtt．　　　　イタ｝ごリ

！1．Rumex　acetosa　L．　　　　　　　　　　スイバ

／2。Rumex　acetos醗la　L．　　　ヒメスイバ（帰化）

13．Rumex　conglOmeraもus　Murr．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アレチギシギシ（帰化）

14．Rurnex　crispus　L．　　ナガバギシギシ（帰化）

15，Rumex　japonicus　Houtt．　　ギシギシ（帰化）

16．Rumex　ob撮si£01ius　L．エゾノギシギシ（帰化）

Caryophyllaceaeナデシコ科

1．Cerastium　glo鵜era乞um　Thuill．

　　　　　　　　　　　　　　　　　オランダミミナグサ（帰化）

2，Sagina　japonica（Sw．）Ohwi　　　　ツメ・クサ

3，Sもel圭aria　alsine　Grimm

　　　var．　undulata（Thunb⊃Ohwi　ノミノフスマ

4．Ste／／aria　media（L．）ViRarsコハコベ（帰化）

Chenopodiaceae　アカザ科

1．Chenopodium　a／bum　L，　　　シロザ（帰化）

2．Chenopodium　arnbrosio叢des　L．

　　　var．　pubescens　Makino　ケアリタソウ（帰化）

Amaranthaceae　ヒユ科

1．Achyra跳hes　biden記ata　Bl級me

　　　var．　tomentosa（Honda）Haraヒナタイノコズチ
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2．Celosia　cristata　L，

RanunCul．aceae　キンポウゲ科

1．Ranunculus　cantOniensis　DC．

2．Ranunculus　ternatus　Thunb．

ケイトウ（帰化）

ケキッネノボタン

　　　ヒキノカサ

Lardizabalaceae　アケビ科

1．Akebia　quinata（Thunb．）Decne．　　　アケビ

2．Akebia　trifoliata（Thunb．）Koidz．ミツバアケビ

Menispermaceae　ツヅラフジ科

1．Cocculus　Orbiculatus（L．）Forman

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオツヅラフジ

Saururaceae　ドクダミ科

1．Hout綴ynia　cQrdata　Thunb．　　　　ドクダミ

2．Saururus　chinensis（LQur．）Bai11．ハンゲショウ

Gutもiferae　オトギリソウ科

！．Hypericum　pseudopetiolatum　R．　Ke主！er

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サワオトギリ

2．Triadenum　japonicum（Blume）MakinQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミズオトギリ

Capparidaceaeフウチョウソウ科

1．Gynandropsis　gynandra（L．）Briq．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フウチョウソウ（逸出）

Cruciferaeアブラナ科

1．Cardamine　f圭exuosa　With．タネツケバナ（帰化）

2．Cardamine　sc疑taもa　Th被nb，ヤマタネツケバナ

3．Rorippa　indica　Hiern　　　　　　イヌガラシ

4．Rorippa　islandica（Oeder）Borbas

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スカシタゴボウ（帰化）

Crassulaceae　ベンケイソウ科

1，Sedum　buibiferum　Makino
　　　　　　へ　　　　　　　　　　
コモチマン不ンクサ

Rosaceaeバラ科
1．Duchesnea　chrysantha（Zo圭1，et　Mor，）Miq．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘビイチゴ

2．Potenもilla　freyniana　Bomm，　ミツバツチグリ

3，Potenもil圭a　sundaica（BL）O．　Kuntze

　　　var．　robusta（Fr．et　Sav．）Kitag，オヘビイチゴ

4．Prunus　jamasakura　Sieb，　　　　ヤマザクラ

5．Prunus　speciosa（Koidz．）Nakai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオシマザクラ（植栽）

6　ROsa　luciae　Franch．蕊Rochebr．アズマイバラ

7Rosa　mulもifめra　Thunb．　　　　　ノイバラ

8　Rosa　wichuraiana　Crepin　　テリハノイバラ

9　Pyracantha　angustifO！ia　C．　K　Schneid．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タチバナモドキ（逸出）

Legurninosaeマメ科

1．Amphicarpaea　edgeworもhii　Benth．

　　　var，　japonica　Oliver　　　　　　　ヤブマメ

2．Desmodium　paniculaもuln（L．）DC．

　　　　　　　　　　　　　　　　　アレチヌスビトハギ（帰化）

3，Desmodium　podocarpum　DC．　subsp．

　　　oxyphyllum（DC．）Ohashi　　ヌスビトハギ

4，1）unbaria　vil！osa（Th縦nb．）Makino　ノアズキ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝
5．Glycine　max（L．）Merr．

　　　subsp．sola（Sieb．　et　Zucc，）Ohashiツルマメ

6．Kumlnerowia　striata（Thunb．）Schindler

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤハズソウ

7．Kummerovia　stipu圭acea（Maxim）Makino

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルバヤハズソウ

8，Lespedeza　cuneaもa（Du　Monも，de　Courset）

　　　G．DOn　　　　　　　　　　　　メドハギ

9．Medicago　lupu圭ina　L，コメッブウマゴヤシ（帰化）

10．Pueraria！obata（Wi圭！d．）Ohwi　　　　　クズ

11．Trifdium　repens　L．　　シロツメクサ（帰化）

12．Vigna　angularis（Willd．）Ohwi　et　Ohashi

　　　　var．　nipPonensis（Ohwi）Ohwi　et　Ohashi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤブツルァズキ

Oxalidaceaeカタバミ科

！，0xalis　corniculata　L． カタバミ

Euphorbiaceae　トウダイグサ科

1，Acalypha　australis　L，　　　　　　エノキグサ

2．Euphorbia　adenoch麦ora　E，　Morr．　et　Decne，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノウルシ

3．Euphorbia　macu主ata　L，　オオニシキソウ（帰化）

4，Euphorbia　pseudochamaesyce

　　　Fisch．，Mey。eもLallem．　ニシキソウ（帰化）

5，Mallotus　japonicus（Th嫉nb．）Mueller－Arg，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アカメガシワ

6．Phyl！anthus　urinaria　L．　　　コミカンソウ



Anacardiaceae　ウルシ科1

1．Rhus　javanica　L．　var　roxburgii（DC．）

　　　只ehder　et　Wils．　　　　　　　　　　ヌルデ

Ce圭astraceae　ニシキギ科

1．Celastrus　orbiculatus　Thunb．ツルウメモドキ

Viもaceae　ブドウ科

1．Ampe圭opsis　gland撲10sa（Wal！．）Momiyama

　　　vaL　heもerophyl圭a（Thu油．）Momiyama

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノブドウ

2．Cayratia　japonica（Thunb，）Gagn．ヤブガラシ

3．Parthenocissus　tricuspidata

　　　　（Sieb．et　Zucc，）Planch，　　　　　ナツヅタ

4．Vitis　ficifo麦ia　Bunge

　　　var．　lobata（Rege1）Nakai　　　　エビヅル

Ma圭vaceaeアオイ科

1．Hibiscus　muもabilis　L．

Elaeagnaceaeグミ科

1．Elaeagnus　umbellata　Thunb．

Violaceae　スミレ科

1．Viola　mandshurica　W．　Becker

フヨウ

アキグミ

スミレ

Cucurbitaceaeウリ科

1．Sicyos　angulaもus　L．　　　アレチウリ　（帰化）

2．Trichosanthes　kirilowii　Maxim．

　　　var．　japonica（Miq．）Kitaln．　キカラスウリ

Lythraceae　ミソハギ科

1．Lagerstroemia　indica　L，　サルスベリ（逸出）

2。Lythrum　anceps（Koehne）Makino　ミソハギ

Onagraceae　アカバナ科

1．Epilo1）ium　pyrricholophum　Fr．et　Sav．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アカバナ

2．Ludwigia　greatrexii　Hara　ウスゲチョウジタデ

3，0enoもhera　biennis　L，　メマツヨイグサ（帰化）

4．OenQthera　laciniata　Ri11コマツヨイグサ（帰化）

Araliaceae　ウコギ科

1．Panax　ginseng　C．A．Mey． ニンジン（逸出）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圭67

Umbelliferaeセリ科

1．Apium　leptophyl圭um（Pers．）F．Mue！i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マツバゼリ・

2．CenteHa　asiaもica（L．）Urban　　　　ツボクサ

3．Cicuta　virosa　L，　　　　　　　　　　　ドクゼリ

4．HydrocOもyle　maritima　Ho紅da　　　ノチドメ

5．HydrocQもyle　yabei　Makino　　　ヒメチドメ

6．Oenanthe　javanica（Blume）DC．　　　　セリ

Primulaceaeサクラソウ科

1．Lysimachia　fQrtunei　Maxirn．

2，Lysimachia　japonica　Thunb，

3．LysimachiaユeucaDtha　Miq．

4．Lysimachia　thyrsiflora　L．

　ヌマトラノオ

　　　　コナスビ

　サワトラノオ

ヤナギトラノオ

Oleaceae　モクセイ科

1．Ligustruln　japOnicum　Thunb，　　ネズミモチ

2．Ligustrum　obtusifolium　Sieb．　et　Zucc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イボタノキ

3．Ligustrum　ova圭i｛olium　Hassk．オオバイボタ

Asdepiadaceae　ガガイモ科

1．Cynanchurn　sublanceolaturn

　　　　（Miq．）Matsum．　　　　コバノカモメヅル

Rubiaceaeアカネ科

！．Galium　spuri蓑m　L，　var，　echinospermon

　　　　（Wallr。）Hayek　　　　　　　　ヤエムグラ

2．Galium　trachyspermum　A．　Grayヨツバムグラ

3．Ga圭ium　trifidum　L．　var．　brevipedunculatum

　　　Reg緩　　　　　　　 ホソバノヨツバムグラ

4．Paederia　scandens（LQur．）Merrill

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘクソカズラ

Boraginaceae　ムラサキ科

1．MyOsotis　baltica　Sm，

　　　　　　　　　　　　　　　ナヨナヨワスレナグサ（帰化）

Verbenaceae　クマツヅラ科

1．Verbena　brasiliensis　Vell，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アレチハナガサ（帰化）

Callitrichaceae　アワゴケ科

1．Callitriche　japonoca　Engel「n．

2．Cailitriche　verna　L．

　アワゴケ

ミズハコベ
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Labiaもae　シソ科

1．Glechoma　hederacea　L．　var，　grandis

　　　　（A．Gray）Kudo　　　　　　　　　カキドオシ

2．Lycops　ramosissimus　MakinQ

　　　var．　lapQnicus（Matsum．et　Kudo）Kitarn，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コシロ不

3．Mosia　dia漉hera　Maxim．　　　　　ヒメジソ

4．Perilla　frutescens（1」．）Briむton

　　　var，　crispa（Thu畳b．）Decne．　　シソ（逸出）

Solanaceae　ナス科

！．Solanum　nodiflorum　Jacq．テリミノイヌホオズキ

2．Solanum　sarachQides　Sendt．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケイヌホオズキ（帰化）

Scrophulariaceae　ゴマノバグサ科

1．Lindemia　angustifo圭ia（Benth，）Wettst．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アゼトウガラシ

2．Lindernia　ar≧tipoda（L）A！sもon

　　　　　　　　　　　　　　　　　スズメノトウガラシ（帰化）

3、Lindernia　prQcumbens（Krock．）Philcox

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アゼナ（帰化）

4。Mazus　mique圭ii　Makino　　ムラサキサギゴケ

5．Mazus　pumilus（Burrn．f．）van　Steens

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トキワハゼ

Lentibulariaceae　タヌキモ科

1．Utricularia　minor　L．　ヒメタヌキモ（杉本1984）

2．Utricularia　uliginosa　Vahl

　　　　　　　　　　　　　　ムラサキミミカグサ（杉本1984）

Plantaginaceaeオオバコ科

しP圭anもago　asiatica　L．

2．／）laRtago　virginica　L．

Capri｛oliaceaeスイカズラ科

1．Lonicera　japon重ca　Thunb．

　　　　　　　　オオバコ

タチオオバコ（帰化）

スイカズラ

Compositaeキク科
1．Ambrosia　artemisiifolia　L．

　　　var，　elatior（L．）Desc．　　　ブタクサ（帰化）

2．Artemisia　princeps　Pampan．　　　　ヨモギ

3．Asもer　ageraもoides　Turcz．　　　　　ノコンギク

4．Aster　subula撫s　Michx，　　ホウキギク（帰化）

5Bidens　biもernata（Lour⊃Merr．　e七Sherff

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センダングサ（帰化）

6．Bidens£rondosa　L．アメ｝，カセンダングサ（帰化）

7．Bidens　pilosa　L．　　　コセンダングサ（帰化）

8．Centipeda　minima（L．）ABr．et　Aschers．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トキンソウ

9．Conyza　sumaもrensis（Reもz．）Wa圭ker

　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオアレチノギク（帰化）

10．Eclipta　prostrata（L．）L．タカサブロウ（帰化）

11．Erechtiもes　hieraci｛olia（1」．）Rafin．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダンドボロギク（帰化）

12，Erigeron　canadensis　L，ヒメムカシヨモギ（帰イヒ）

13．Erigeron　philadelphic撲s　L．ハルジオン（帰化）

14，Erigeron　Pusillus　Nutt，

　　　　　　　　　　　　　ケナシヒメムカショモギ（帰化）

15．Gnaphaliu孤pensylvanicum　Wilid，

　　　　　　　　　　　　　　　　　チチコグサモドキ（帰化）

16．Ixeris　dentata（Thurlb．）Nakai　　　　ニガナ，

17．1．apsana　humi圭is（Thunb，）Mak重nQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤブタビラコ

18．Lactuca　indica｛．　indivisa（MakinQ）Hara

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホソバアキノノゲシ

19，Lactuca　indica　L．　　　　　　　　　アキノノゲ’シ

20．Petasites　japonicus（Sieb．　et　Zucc．）Maxim．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フキ

21．Soiidago　altissima　L．

　　　　　　　　　　　　　　セイタカアワダチソウ（帰化）

22，Sonchus　asper（L．）Hil／．　　オニノゲシ　（帰化）

23．SQnchus　oleraceus　L．　　　　　　ノゲシ　（帰化）

24．Stenacもis　annus（L）Cass．　　　ヒメジョオン

25．StOkesia　leavis（Hi11）Greene　　　　ルリギク

26，Taraxacum　officinale～Veber

　　　　　　　　　　　　　　　　　　セイヨウタンポポ（帰化）

27．Xanth蹟m　stmmarium　L．　オナモミ（帰化）

28，Youngia　japonica（L．）DC，　　オニタビラコ

Monocotyledo船ae　単子葉植物

Li圭iaceaeユリ科

1．Lilium　x　formQlongi　hort．

　　　　　　　　　　　　　　　　　シンテッポウユリ（逸出）

Dioscoreaceae　ヤマノイモ科

1．Dioscorea　japonica　Th雛nb．

2．DiOscorea　tokoro　Makino

Po飢ederiaceae　ミズアオイ科

1．Eic｝1hOrnia　crassipes　So！rns－Laub，

ヤマノイモ

オニドコロ



ホテイアオイ（帰化）

Iridaceaeアヤメ科

L亙ris　ensata　Thunb，var．　spontanea

　　　　（Makino）Nakai　　　　　ノハナショウブ

2．Sisyrinchium　atlanticum　Bicknell

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニワゼキショウ

Juncaceae　イグサ科

1．3unc這s　ef｛us嫁s　L，　var．喚 р?ｃｉｐｉｅｎｓ　Buchen．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イグサ

2．Juncus艶schenau圭tii．　Gay　コウガイゼキショウ

3．Juncus　papillosus　Fr。et　Sav．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオコウガイゼキショゥ

4．Lu職la　capitata（Mig．）Miq．　　スズメノヤリ

Commelinacea　ツユクサ科

1．Comme圭ina　colnmunis　L． ツユクサ

Poaceaeイネ科

i．Agropyron　tsukus瓢ense（Honda）Owhi

　　　　var．　transiens（Hack）Owhi　　　カモジグサ

2．．Alopecurus　aequalis　Sobol．スズメノテッポウ

3．Andropogon　virginicu＄L．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メリケンカルカヤ（帰化）

4．Arthraxo曲ispidus（Thun．b．）Makino

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　コう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コブナグサ

5．Arundine！la　hirta（Thunb．）C，Tanaka

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トダシバ

6．Bromus　pa嫉ci£lorus（Thunb）Hack．キツネガヤ

7．Cynodon　dacもylon（L，）Pers．　ギョウギシバ

8．Coix圭acryma－jobi　L，　　ジュズダマ（帰化）

9，Digitaria　ciliaris（Reもz．）Koeler　　メヒシバ

10．Digitaria　tirnorensis（Kunth）Ba生ansa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメヒシバ

11．Digitaria　viQlascens　Link　　　　アキメヒシバ

12．Eccoi！opus　co醜uh｛er　A．Carnusアプラススキ

13．Echinochloa　crus－galli（L．）P．　Beauv．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌビエ

14．Echinochloa　crus－galli（L．）P．Beauv．

　　　　var，　oryzicola（Vasing．）Ohwi　タイヌビエ

15，Eleusine　indica（L．）Gaerもn，　　　　　オヒシバ

16．Eragrostis　muMcaulis　S給ud．　　ニワホコワ

17．Festuca　parvigluma　Ste嫉d，　　　トボシガラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．69

18，Hemarthria　sibirica（Gandog．）Ohwi

　　　　var．　koenigii（貧etz，）Durand　et　Sch三nz

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウシノシッペイ

19涯m§erata　cylindrisca（L．）P．　Beauv．　チガヤ

20．Isachne　glQbosa（Thunb．）○．　Kuntzeチゴザサ

2i，Leersia　japonica　Makino　　　　　アシカキ

22．Microstegium　vimineum（Tri．n，）A．Camus

　　　　var，　polystachyum（Fr，　et　Sav．）Ohwi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アシボソ

23，Miscanもhus　sacchariflorus（Maxim．）Be跳h．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オギ

24．Miscanthus　si．nensis　Anderss．　　　　ススキ

25．Opl重srnenus　undu圭atifolius（Ardui．nQ）

　　　　Roern，et　Schul．t．

　　　　var．　lapon玉cus（Ste疑d，）Koidz．コチヂミザサ

26．Panicum　bisulca搬m　Thunb．　　　　ヌカキビ

27．Panicum　dichotomiflorum　Michaux

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオクサキビ（帰化）

28．Paspalum　dilatatum　Poir．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シマスズメノヒエ（帰化）

29，Paspalum　orb：lcu．lare　FOrs毛．　スズメノコビエ

30．Paspa類m　thubergii．　Ku厩h　　　スズメノヒエ

31．Penniseむum　a！0pecuroides（L．）Spreng．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チカラシバ

32．Pha圭arls　arundinacea　L．　　　　　クサヨシ

33．Phragm癌es　australis旺’r．in．　　　　　　ヨシ

34．Phragmi．tes　japonica　Sむeud．　　　　ツルヨシ

35．PolypogQn　fugax　Steud，　　　　　ヒエガエリ

36．S硫aria　faberi　Herrm．　　アキノエノコログサ

37．Setaria　glauca（L．）P．．Beauv．　キンェノコロ

38．Setaria　viridis（L．）P．　Beauv．　エノコログサ

39．Trisetum　b慣dum（Thunb．）OhwiカニッIjグサ

40，Zizania　latifoll．a　q「urcz．　　　　　　マコモ

Pa圭maeヤシ科

1．Trachycarpus　fortunei．（Hock．）H．Wendl．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シュロ

Araceae　サトイモ科

しAcorus　ca圭amus　L，

1」emnaceae　ウキクサ科

1．Spirodela　po圭yrhiza（L．）Schleid．

Cyperaceae　カヤツリグサ科

1．Carex　breviculmis　R．Br．

ショウブ

ウキクサ

アオスゲ
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2．Carex　dispalata　BoO毛t

3．Carex｝anceolata　BQQtt

4．Car・ex　thunbergii　Steud．

5．Carex　vesicaria　L．

6．Cype獄s　alnuricus　Maxim．

7

8．Cyperus　compressus　L．

9．Cyperus　difformis　L．

10．Cyperus　iria　L．

工．1．．Cyperus　microirla　Steud．

12．Cyperus　sanguinQ圭entus　Vah1

13．E｝eoc

　　　Komar．　f，　reducもa　Ohwi

　　　　カサスゲ

　　　ヒカゲスゲ

　　　　アゼスゲ

オニナルコスゲ

　チャガヤツリ

．Cyperus　brevifQlius（Rotもb．）Hassk，

　　var．　leiOlep重s（Fr．　et　Sav．）T．　Koyarna

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメクグ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　、　ククガヤツリ

　タマガヤツリ

コゴメガヤツリ

　カヤツリグサ

　カワラスガナ

haris　kamtschatiea（C．A．May．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロハリイ

14，Fimbristylis　autumna圭is（L）

　　　Roem．eもSchult．　ヒメテンッキ（杉本／984）

！5，Fimbrisもy里is　diphyl圭Qides　Makino

　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロテンツキ（杉本／984）

16．Fimbristylis　miliacea（L．）Vah圭　　ヒデリコ

！7．Firnbristy圭is　sq疑arrosa　Vahl

　　　var．　esquarrosa　Makino

　　　　　　　　　　　　　　　　メァゼテンッキ（杉本／984）

18．Lipocarpha　microcepha美a（R．BL）Kunもh．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒンジガヤツリ

19．Scirpus｛luviaもilis（Torr．）A．　Grayウキヤガラ

Orchidaceae　ラン科

1．Spiranthes　sinensis（Pers．）Ames

　　　var．　arnoena（M．Bieberson）Haraネジバナ


